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1

は
じ
め
に

陶
弘
景

(
四
五
六
～
五
三
六
)
、
字
は
逋
明
、
丹
陽
秣
陵

(
江
蘇
省
丹
陽
縣
)

の
人
。
南
宋

の
孝
建
三
年

に
生
ま

れ
、
梁

の
大
同

二
年
に
僊
化
し
た
。
享
年
八
十

五
歳

で
あ
る
。
陶
弘
景
は
十
五
歳
の
時
に
、
葛
洪

の

『
神
仙
傳
』
を

學
ん
で
紳
仙
思
想
に

つ
い
て
憧
れ
を
持

っ
て
い
た
と
傳
え
ら
れ

て
い
る
が
、
實

際
に
禪
仙
道

の
修
行
に
勵
む
よ
う
に

な

っ
た

の
は
石
頭
城

で
の
大
病

に
拌
う
神
秘
的
な
體
驗
(↓
を
し
た

四
八
四
年
、

二
九
歳

の
と
き

で
あ

っ
た

と
さ
れ

て

い
る
。
彼
は
當
時
著
名
な
道

士
孫

遊
岳
(2
)の
門
下

生
と
な

り
四
八
九
年

に
孫
遊
岳

が
沒
す

る
と
陶

弘
景

は
、
陸
修

靜
、
孫
遊
岳

の
二
名

の
師
匠
よ
り
傳
授

さ
れ
た
上
清
派

の
正
統
的
繼
承
者

に
な

っ
た
。
と
く
に
陶
弘

景
の
目
指

し
た

も

の
は
宇
宙
、
自
然
と
人
間
と

の
同

一
化

(
天
人
合

一
)
に
よ

る

「
眞
人
」
を
體
得
す
る

こ
と
を
目
韵
と

し
た
修
行

法
で
あ

っ
た
。
そ

の
手
段
が
人
身

の
三
寶
と
い
わ
れ

る

「
神
」

「
精
」

「
氣
」
を
物
質
化
す

る
方
法
、

つ
ま
り
練
丹

術
に
よ
り
生
成
さ
れ
る

「
丹
」
と

い
う
物
質
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
こ
の

「
丹
」
を
服
用
す

る
こ
と
で
不
老
長
壽
の
生

命
を
保

て
る
と
い
う
内
丹
仙
學

の
理
論

を
南
北
朝
時
代

に
確

立
し
た
中

心
的
な
存
在

で
あ

っ
た
。
陶
弘

景
は
神

仙

(
眞
人
)

に
な

る
た
め
の
修
練
法
に

つ
い
て
、
體
内
の

「
氣
」

を
固
め
て

「
丹
」
を
作
る
と
い
う
内
丹
術
と
、
鑛
物

を
用
い
て

「
丹
」
に

「氣
」
を
込
め

て
作
り
出
す
外
丹
術

を
用
い
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
不
老
長
壽

の
た
め

に
必
要
と
さ
れ
た

「
氣
」
と

「
丹
」
ま
た

「
眞
」
と

の
關
係
性
に

つ
い
て
檢
討
し
た
の
で
報
告
す

る
。
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豆

陶
弘
景

の
生
涯
と

「
藁
人
」
の
考
え
方

陶
弘
景
は
南
朝
の
寒
門
貴
族
の
子
弟

と
し

て
生
ま
れ
、

四
、

五
歳

で
書
道
を
學
ん
で
い
た
た
め
、
彼

は
琴
棊
書
畫

を
善

く
し
、
自
然
界
を
愛

し
た
隱

逸

の
高
峰

で
あ
り
、

東
晉

の
中
期

に
楊
羲

・
許
穆

に
よ

っ
て
興
隆
さ
れ

た
茅
山

(
江
蘇
省
句
容
縣
)
(3)派
道
教

の
大

成
者

と
な

っ
た
。
そ

の
礎

は
陶
弘
景
が
孫
遊
岳

の
門
下
で
あ

っ
た

こ
ろ
、
許
謐

ら
父
子
や
楊
羲
を
通
じ

て
授
け
ら
れ
た
眞
人

の
誥
授

(
お
告
げ
書

き
)
や
上
清
經
典
を
學
ん
だ
こ
と
に
あ

る
。

し
か

し
、
そ

の
多
く
が
寫
本

で
あ

っ
た
た
め
、
傳
承
さ
れ
る
合

間
に
後

人
に
よ
り
改
ざ
ん
さ
れ

た
部
分
や
、
欠
落

し
た
部

分
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
各
地
に
分
散
さ
れ

て
い
た
資
料

を
集

め
楊
羲

・
許
穆
に
よ
り
著

さ
れ
た
眞
本
十
余
卷

の

收
集
に
務

め
た
。
さ
ら
に
朝
儀
に
詳

し
い
陶
弘
景
は
武
帝
蕭

衍
を
助
け
、
朝
廷
で

の
儀
式
や
文
章

の
作
成

に
關
わ

っ

て
い
た
。
だ
が
、
官
職
が
低
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
官
職

に
見

切
り
を

つ
け
て
隱
逸

の
道

を
選
ん
だ
。
そ
し
て
南
齊

の
永
明
十
年

(
四
九
二
)
、
三
七
歳

に
し
て
官
僚
を
捨
て
、
道
教

で
言
う
三
十
六
洞
天
の
第

八
洞
天
、
金
壇
華
陽

天

の
あ
る
茅
山

に
こ
も
り
、
自

ら
を
華
陽
隱
居

と
言
い
上
清
派
道
教

の
繼
承
者
と

し
て
教
理

の
體
系
化

に
專

念
し
た

(、)。
ま
た
、

『
雲
笈
七
籤
』

「
梁
茅
山
貞
白
先
生
傳
」
に
齊
梁
革
命

の
と
き
に
は
道
教
を
獎
勵
す
る
武
帝

に
對

し
て

圖
籤
を
用
い

「
梁

の
字
を
成
す
」
文
章

を
獻
上

し
、
王
朝

の
交

代
を
理
論
づ
け
た
と

い
わ
れ
て
い
る
(5)。
武
帝
蕭

衍

の
陶
弘
景
に
對
す
る
信
任
は
厚
か

っ
た
た
め
か
、
彼
は
梁
代
に
お
い
て
時

の
權
力
者
よ
り
國
事
に

つ
い
て
も
相
談

を

受
け

て
い
た
こ
と
で
別
名

「
山
中
宰
相
」

と
稱
さ
れ
て
い
た
。

陶
弘
景
は
、
數
十
人

の
弟
子

の
後
進
と
育
成
に
も
全
力
を
注
ぎ
、
七
年

の
年

月
を
か
け

て
茅
山
を
切
り
開
き
、
道

觀

の
建
設
を
行

っ
た

こ
と
で
、
そ

の
後

の
道
教
が
教
會
式

の
宮
觀
道
教

へ
と
變
化
す

る
礎
を
築

い
た
。
さ
ら
に
陶
弘

景
は

『
眞
誥
』

『
眞
靈
位
業

圖
』

『
周
氏
冥
通
記
』

『
登
眞
隱
訣
』
や
、
祀
父
が
縣
知
事

で
本
草
學
に
詳
し
く
醫
療

活
動
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
草
學

の
分
野
に
お
い
て
も

『
紳
農
本
草
經
』
の
復
元
や

『
本

　2.
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草

經
集

注

』

の
執

筆

な

ど

を
行

い
、

當
時

の
本

草

學

を

系
統

韵

に

整

理

し
直

す

こ
と

で

道

教

醫
藥

學

の
醴

系

化

に

務

め

た
。

陶
弘

景

が

現

し
た

「
眞
人

」

へ
の
實

踐

方

法

は

晉

の
葛

洪

の
殘

し

た
傳

統

的

な

「
導

引
」

「行

氣

」

「
金

丹

」

な

ど

の
方

法

を

用

い
た

が

、

彼

の
實

踐

方

法

の
特

徴

は
①

守

眞

一
②

本

草
③

劍

解

法

④

經

典

の
朗

讀

の

四

つ
で

あ

っ

た

。

こ
れ

ら

四

つ
の
方

法

の
中

で
陶

弘
景

が

も

っ
と

も
重

要
覗

し
た

實

踐

方

法

が

「
守

眞

一
」

で

あ

っ
た

(6)。

「
守

眞

一
」

の
思
想

は
葛

洪

の

『
抱

朴

子

』
地

眞

篇

で
述

べ
ら

れ
、

そ

の

「
守

眞

一
」

の
性

質

の
殆

ど

が

陶

弘
景

の

「
守

眞

一
」

の
思
想

に
繼

承

さ
れ

た

。

そ

れ

は

『
眞

誥

』

卷

二
、

蓮
題

象

篇

(7
vに

あ

る

よ

う

に

「
守

眞

一
篤

者

、

一
年

使

頭

不
白

、

禿
髮

更

生

」

(眞

一
を
守

る

こ

と

に
熱

心

な
者

は
、

一
年

た

て
ば

頭

を
白

く
な

く
な

ら

せ

、
禿

げ

た

頭

に

再

び

毛

を

生

え
さ

せ

る

。
)

と

語

り

、

「
守

眞

一
」

が
養

生

や

長

壽

に
深

く

關

わ

っ
て

い

る

こ
と

を

読

い

て

い

る
。

「
守

眞

一

(守

一
明

法
)

」

は

『
太

卒

經

』

に

お
け

る
根

本

思

想

で

あ

り
、

そ

の
思
想

的

系

譜

は

老

子

、

莊

子

か

ら

『
淮

南

子
』

へ
繼

承

さ

れ

て

『
抱

朴

子

』

へ
と

引

き
繼

が

れ

、

五
、

六

世

紀

の

こ

ろ

に
陶

弘

景

を

中

心

に

上

清

派

(
茅

山
派

)

道

教

の
教

義

(8
)の
中

へ
と
大

き

く

と

り

こ
ま

れ

た

。

と

こ

ろ
が

陶

弘

景

は

道

教

の
修

行

方

法

は

時

に
よ

り

變

化

す

る

も

の
だ

と
考

え

て

い
た

。
彼

が

目

指

し

た

も

の

は
葛

洪

の
よ

う

に

「
金

丹

」

(9
)を

作

成

し

て
神

仙

に
な

る

こ

と

で
は
な

か

っ
た

。
個

人

の
心
身

の
鍛

練

に
よ

り

體

内

に
存

在

し

て

い
る

「氣

」

の
錬

成

を

行

う

こ

と

が
、

よ

り

理

に
適

う
方

法

で
あ

る

と
到

斷

し

た

の

で
あ

る
。

『
雲

笈

七
籤

』

の

「
太

無

先

生

服
氣

法

」

を

み
る

と

「
内
氣

は

も

と
も

と
體

内

に
あ

り

、
外

界

に

探

し
求

め

る
氣

と

は

違

う

。

し

か

し
、

學

識

の
深

い
師

匠

に
教

授

し

て

も

ら

わ
な

け

れ
ば

、

内
氣

の
試

み

は

結
局

、

骨

折

り
損

に
終

わ

る

こ
と

で

あ

ろ

う
」

(
持

田
季

未

子

譯

、

ア

ン
リ

・
マ
ス

ペ

ロ

著

『
道

教

の
養

性

術

』

せ

り

か
書

房

、

一
九

九

六
年

)

と

あ

る

。
葛

洪

は
錬

金

術

に

よ

る

「
金

丹

」

の
作

成

で

、
仙

人

を
實

現

し

て
宇

宙

や

自

然

と
同

化

し

よ

う

と

し
た

。

し

か

し

、
陶

弘

景

が
着

目

し

た

の
は

自

然

の
状

態

で

「
天
人

合

=

を

目
指

す

こ
と

で

あ

っ
た

。

即

ち
、

心

身

の
煉

成

に

よ

り
、

宇

宙

的
生

命

で
あ

る

「
眞

」

を

體

得

し

て

、
無

　M　
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理

な

く

眞

人
を

實
現

し
よ

う

と

し

た
。

こ

の
心

身

煉

成

法

が

、

こ

れ

以
降

の
東

洋

に

お

け

る

思

想

の
奔

流

と

な

っ
て

い

く

の
で
あ

る
(、。
)。

陶
弘

景

は

存

思

と
誦

經

を
重

要

覗

す

る
も

の
の
、

葛

洪

の
金
丹

・
金

液

の
服

用

を

否
定

し

て

い

る

わ

け

で

は
な

く

、
唯

、

自

分

の

「氣

」

を
練

り

「
守

眞

一
」

の
法

を
守

る

こ
と

が

修

行

の
基

本

と
考

え

た

の

で
あ

る

。

そ

れ

は
彼

が

精
神

と
肉

體

、

環

境

が

一
體

不

二

で
あ

る

こ

と

を

知

り
、

自

己

の
内

奧

を

見

つ

め

る

と

い

っ
た
修

行

方

法

を
探

求

し
、

宇

宙
論

的

な

人

間

學

を
求

め

た

と

こ

ろ

に
あ

る
。

そ

れ

は
後

の
孫

思

邀

著

『
攝

養

枕

中

方

』

に

導

引

、
行

氣

の
ほ
か

に

「
守

眞

一
」

の
法

が

記

さ

れ

て

い
る

こ

と
よ

り
、

陶

弘
景

の
考

え

方

が
孫

思
遞

(、、)に

引

き

繼

　

　

が

れ

て

い

っ
た

も

の
と

考

え

る

。

孫

思

遞

の
読

く

養

生

法

で

も

(、、
〉ひ
と

き

わ
目

立

っ
て

い

る

の

が

や

は

り

「
存

思

法

」

で
あ

る

。
體

内

神

を
思

念

す

る

こ
と

で

、
自

ら

の

「
内

丹

」

を

存

思

し

て
藏

府

の
活

動

を

コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る

と

い
う

。
體

内

禪

の
記

述

は

後

漢

の
邊

韶

の

『
老

子

銘

』

や

『
太

卆

經

』

に

記

さ

れ

て

い

て

、

魏

晉

で

は

『
黄

庭

經

』

(、、)や

『
抱

朴

子

』

『
靈

寶

五

存

序

』

が

あ

り

、

ま

た

、

東

晉

末

・
劉

宋

(、、
)の

『
上

清

經

』

や

『
靈

寶

經

』

に

も

読

か
れ

て

い

る
。

孫

思
遞

が

陶

弘

景

の
存

思
法

を

引

き

繼

い
だ

例

を

み

る

と

「
常

に
當

に
黄

庭

内

視

法

を

習
う

べ

　

　

　

　

し

、

存

想

思
念

し
、

五
藏

を

見

る

こ

と
磬

を

懸

く

る

が

如

し

、

五

色

了

了

と

し

て

分

明

、

輟

む

こ

と

勿

か

ら

し

め

よ

」

(
『
千

金
要

方

』
養

性

篇

・
道

林

養

性

第

二
)

。

ま

た

「
仙

經

に

曰
く

、

人

を

し

て
長

生

不

老

な

ら

し

む

る

に

は

、
先

ず

女

と
戲

れ

て
玉
漿

を
飮

む

。

玉

漿

は

口
中

の
津

な

り
。

使

し
男

女

感

動

せ
ば

、

左

手

を

以

て
把

握

し
、

丹

　

　

田

を
思

存

す

」

(
『
千

金

要

方

』

養

性

篇

・
房

中

補

盆

第

八

)

。

「
彭

租

曰

く

、

至

道

は

煩

な

ら
ず

、

但

だ

一
切

　

　

思

念

せ
ざ

れ
ば

、

即

ち
心

常

に
勞

せ
ず

、

又

た

復

た

導
引

・
行

氣

・
胎

息

す

れ

ば

、

眞

に

爾

千

歳

を
得

べ
し

、

更

に　

金

丹

大
藥

(、5)を

服

せ

ば

、

以

て
天

を
畢

う

る

ま

で

不

朽

、

と

。

清

齋

し

て
粮

を

休

め

、

日

月

の

口
中

に
在

る

を

存

○

O

O

O

O

(16)と
あ

る

よ

う

に

「存

思

法

」

(
『
攝

養

枕

中

方

』
)

す

。
晝

は
日

を
存

し
、

夜

は

月
を

存
す

、

夜

は

月
を

存

す

」

が

數

百

年
間

の
時
空

を
超

え

て

も

養

生
法

の
中

で
現

存

し

て
い

た

。

兩
者

を
比

較

す

る
と

孫

思

遞

は

陶

弘
景

ほ
ど

の

激

し

さ

は
な

か

っ
た

。

そ

の
例

が
陶

弘

景

『
眞
誥

』

卷

十
協

昌
期

第

二

(、,
vに

「道

士

が

病

に

か

か

っ
た

場
合

に
は

、
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目

を

閉

じ

て
心

臟

を

内
視

し

、

火

を
生

ぜ

し

め

て

そ
れ

に
よ

っ
て
體

を

燒

き

、
體

が

燒

け

盡

き

た

ら

、

存

思

し

て
精

氣

を

さ

せ

な
が

ら

に
彷

彿

さ

せ

る

。

(
こ
う

す

れ
ば

)

疾

病

は
す

ぐ

に
治

る

。

」

と

、
陶

弘

景

の

火

の
イ

メ

ー

ジ
は

激

し

く

、

『
千

金

方

』
を

著

し

た
孫

思
遞

の
時

代

に

は

火

の
イ

メ
ー

ジ

は

受

け

入

れ

に

く

か

っ
た

考

え

方

で

は

な

い

だ

ろ

う

か
。

『中国言語文化研究』第7号

皿

『
養
性

延
命

録

』

に

記
さ

れ

た
人

體

の

「氣

」

陶

弘

景

が
著

し

た

と
さ

れ

て

い

る

『
養

性

延

命

録

』

は

、

晉

の
張
湛

ら
が

著

し

た

『
養

生

要
集

』

か
ら

の
引

用
文

が

か

な

り

の
量

に

の
ぼ

る
と

こ
と

が
坂

出

群
伸

氏

の
研

究

で
指

摘

さ

れ

て

い

る
(..x)o

こ
れ

は

『
醫

心
方

』

に
引

用

し

て

い
る

の

『
養
生

要
集

』

の
文

と

比

較

さ
れ

て

わ

か

っ
た

こ

と

で
あ

る

。

『
養

生

要
集

』

は

張

湛

(
玄

學

家

)

『
養

生
集

』

、

道

林

『
攝

生

論

』
、

霍

卒

『
養

生

術

』

、

黄

山

『
黄

山

子

』

の

四

名

が

著

し
た

資
料

を

も
と

に

し

て
作

ら
れ

、

『
養

生

要

集

』

の
編

纂

に

際

し

て
は

『
太

清

道
林

攝

生

論

』

(-、)よ

り

の
痕

跡

も

み

ら
れ

る

。

『
養

生

要

集

』

の
特
色

に

つ

い

て
要

約

し

て

お

く

と
、

『
養

生

要

集

』

は

神

仙

に
至

る
た

め

の

手
段

を

説

い
た

も

の
で

は
な

く

、

い
ま

ひ

と

つ
は

一
般

の
者

で
も

日

常
容

易

に
實

踐

で
き

る
方

法

や

注
意

す

べ
き

こ

と

を
述

べ
た

も

の
が
、

張

湛

の
養

生

法

の
特

徴

で
あ

っ
た

。

し

か

も

陶

弘
景

の

『
養

性

延

命

録

』

が

張
湛

の

『
養

生

要
集

』

の
影
響

を
強

く
受

け

て

い
た

と

い
う
實

例

を
あ

げ

る
。

そ

れ

は

『
張
湛

養

生

集

敍

』

日

、

「
養

生
大

要

、

一
日

嗇

紳

、

工
日

愛

氣

、

三

日

養

形

、

四

日

導

引

、

五

日

言

語

、

六

日

飮

食

、

七

日

房

室

、

八

日

反

俗

、

九

日

　

　

醫

藥

、
十

日
禁

忌
、

過

此

巳

往
、

義

可
略

焉

」

。

(
「
張

湛
養

生

集

敍

」

に
曰

く

、

「養

生

の
大

要

は

、

一
に

曰

く

嗇

神

、

二

に

曰

く
愛

氣

、

三

に

曰

く

養

形
、

四

に

曰

く

導

引

、

五

に

曰

く

言

語

、

六

に

曰

く
飮

食

、

七

に

曰

く
房

室

、

八

に

曰

く

反

俗
、

九

に

曰

く

醫

藥

、

十

に

曰

く

禁

忌

、

此

れ

過

り

巳
往

は

、

義

と

し

て

略

す

可

し

」

)

と

あ

　

　

る
。
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
坂
出
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に

「
醫
藥
」

が
第
九
番

目
の
末
尾

に
置
か
れ

て
い
る
こ
と

　5`
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で
、

張
湛

の
養

生
法

は
石

藥

服

用

に

つ
い

て
は

あ

ま

り
積

極

的

に

勸

め

て

い

な

い

こ

と
が

わ

か

る

。

そ

の
後

の

『
醫

心

方

』

の
作

者

で

も

あ

る
丹
波

康

頼

の
養

生

法

も

石
藥

の
服

用

に

つ

い

て
は

否
定

的

で
あ

っ
た

。

つ
ま

り

、

葛

洪

の

『
抱

朴

子

』

で
は

外

丹

の
服

用

に

よ

る
修

行

を

最

も
重

ん

じ

て

い

る

の

に
對

し

て
、

陶

弘

景

は

『
養

性

延

命

録

』

の

中

に

張

湛

の

『
養

生

要
集

』

を

取

り

入
れ

る

こ
と

で
鑛

物

(
石
藥

)

に

よ

る
外

丹

修

行

法

を
重

要

視

し

て

い
な

か

っ

た

こ
と

を
明

ら

か

に
し

た
か

っ
た

の

で
あ

ろ
う

(2
。)。

ま

た

、

こ

こ

で
往

々
に

問

題

に
な

る

の
が

「
『
養

性

延

命

録

』

は
孫

思

遞

が
著

し

た

の
で
は

な

い
か

」

と

い
う

読

に

つ

い
て

言

及

し

て

お

き
た

い
。

『
養

性

延
命

録

』

は

「
華

陽

.

陶

隱

居

集

」

す

な

わ

ち

陶

弘

景

の
撰

著

と

さ

れ

て

い
る

が

、

唐

代

初

期

の
孫

思

遞

と

す

る

説

も

あ

る
。

た

と

え

ば

『
道

藏

』

所
收

本

の
序

の
末

尾

に

は

「或

ひ

と

云
う

、

こ

の
書

は

孫

思
遞

の
集

め

し
所

と

」

と

い

う
雙

行

の
夾

注

が

後
世

の
何

人

か

の
手

に
よ

っ
て
付

加

さ

れ
(、、
)、
麥

谷

邦

夫

編

譯

『
養

性

延
命

録

訓

注

』

(,、
)の
前

書

き

の
部

分

で

も
、

『
醫

心
方

』

が

『
養

生

要
集

』

『
千

金

方

』

を

引

用

し

な

が

ら

『
養

性

延
命

録

』

を

引

用

し

て

い
な

い

こ

と

で
、

『
養

性

延
命

録

』

の
作

成

は
孫

思

遞

以
後

で

あ

る
可

能

性

が

強

い
と

い
う

指
摘

も

あ

る
。

し

か
し

、

こ

の

読

に

對

し

て
、

中

國

瓧
會

科

學

院

世
界

宗

教

研

究

所

の
朱

越

利

氏

が

「
世

界

宗

教

研

究
」

誌

、

第

一
期

(
一
九

八

六

年

一
〇

一

～

一
五

頁

)

に
發

表

し

た

「
《
養

性

延

命

録
》

考
」

と
題

す

る
論

文

で
、

湯

用

形
氏

に
よ

る
文

獻

的

な
檢

証

を

も

と

に

『
養

性
延

命

録
』

が
陶

弘

景

の
も

の

で
あ

り
、

孫

思
遞

で
は

な

い

と
指

摘

す

る
(23)。

坂

出

群
伸

氏

も

『
孫

思

遞

に
お

け

る

醫
療

と
道

教

』

(2、)の
中

で
次

の
よ

う

に
語

っ
て

い
る

。

「
陶

弘

景

撰

と

さ

れ

て

い
る

『
養
性

延

命

録
』

(2、)も
、

『
道
藏

』
所

收

本

の
序

の
末

尾

に

「
こ

の
書

は
孫

思

遞

の
集

む

所
」

と

い
う

注

が

附

さ

れ

て

い
る

。

も

ち

ろ
ん

『
養

性

延
命

録

』

が

孫

思

遞

の
著

作

で

あ

る

と

い
う

証

據

は

な

い
。

む

し

ろ
陶

弘

景

の

著

作

と
す

る

の
が

ふ

さ
わ

し

い
と
考

え

て

い

る

の

で
あ

る

が

、

に

も

か

か

わ

ら
ず

『
養

性

延

命

録

』

を
孫

思

遞

と

す

る

者

す

ら

い
た

と

い
う
事

實

は

、
孫

思
邀

が
養

生

術

に

對

し

て

深

い
關

心

を
寄

せ

て

い

て
、

こ

の

方

面

の

い
わ

ば

權

威

と

さ

え
考

え

ら

れ

て

い
た

こ
と

が

示
唆

さ

れ

る
」

と

述

べ

て

い
る

。

さ

ら

に
陶

弘

景

の
著

逋

を

も

っ
と

も
多

く
集

　6.
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め

て
い
た

陶
翊

の

「
華
陽

陶

隱
居

先

生

本

記

録
扁

(、
、)で
あ

る

。

こ

こ

に

『
養

性

延
命

録

』

の
名

は

な

い
。

し

か

し
、

陶

弘

景

は
葛

洪

が

著

し
た

醫

書

『
肘

後

備

急

方
』

を

増

補

し

『
補

闕

肘

後

百

一
方

』

を

補

足

し

て
再

度

の
編
集

を
行

っ
た

こ
と
や

、

『
禪
農

本

草

經

』

の
藥

物

を
新

た

に
分

類

し

編

集

を

や

り

直

し

た

『
本

草

經

集

注

』

な

ど

の
著

述

者

で

あ

り

、

「
人

間

諸
却

災

患

法

」

「
服

草

木
雜

藥

法

」

「
斷

穀

秘

法

」

な

ど

の
養
生

書

を

著

し

て

い

る

こ
と

か

ら
推

測

し

て
も
、

陶

弘

景

が

『
養

性

延
命

録

』

を
著

し

て

い
た

と

し

て
も

決

し

て

不

思
議

な

こ
と

で
は

な

い
。

陶

弘

景

読

で

は
唐

志

や

宋

志

に

『
養

性

延
命

録

』

と

い

う
書

名

が

著

録

さ

れ

て

い
な

い
が

、
南

宋

・
鄭
樵

『
通

志

』

卷

六
十

七

・
藝

文
略

五

(
道
家

)

・
修

養

に

「
養

性

延
命

集

二
卷

陶

弘

景

撰

」

と

な

っ
て

い

る
。

一
方

、

孫

思

遞

読

で

は
、

先

ほ

ど

と

同
樣

に
唐

志

で
は

著

録

さ

れ

て

い

な

い

が

『
通

志

』

に

は

「
又

二
卷

孫

思
遞

撰

」

と
記

さ

れ

て

い
る

。

こ

れ

ら

兩

者

の
記

述

を
考

え
た

と

き

、

當

然

、

陶

弘

景

撰

の

「
養

性

延

命

集

二
卷

」

と

孫

思
遞

撰

の

「
養

性

延

命

集

二

卷

」

と

が

あ

っ
た

と
推

測

さ

れ

て

も

お

か

し

い

こ

と

で
は

な

い

(2,
)。

注

目

す

べ
き

點

は

孫

思
遞

も

養

生

書

と

し

て

『
攝
養

枕

中
方

』

一
卷
が

あ

り

、

『
雲

笈

七

籤

』
卷

三
十

三

に

「攝

養

枕

中

方

」

(2、)太

白

山

處

士

.
孫

思

遞

撰

と

タ

イ

ト

ル

が
付

け

ら

れ
、

こ

の

「
攝

養

枕

中

方

」

の
序

文

と

本

文

は

陶

弘

景

撰

の

「養

性

延

命

集

」

に
類

似

し

た

表
現

や

主
旨

が

多

く
用

い

ら
れ

て

い

る

こ
と

か

ら
、

陶

弘

景

の
も

の
と

示
唆

さ

れ

る

で
あ

ろ

う

。

『
養
性

延
命

録

』

に

は

『
雲

笈

七

籤

』

卷

三

十

二
に
記

さ

れ

た

養

生

の
た

め

の
修
行

方

法

が

読

か
れ

て

い
る

。

こ

れ

は

『
道
藏

』

の

「養

性

延

命

録

(
線

裝

本

で

は

五

七

二
册

次

)

」

を
基

礎

に

し

て

述

べ
ら

れ

た

も

の

で

「
氣

」

の

母

胎

と

な

る

「
元

氣

(原

氣

)

」

に

つ

い

て
も

記

さ

れ

て

い

る
。

こ

の

「
元

氣

」

を

養

う

こ
と

が
養

生

の
基

本

で
あ

り

、

古

代

よ

り
そ

の
方
法

に

つ

い

て
は

切

磋

琢

磨

さ

れ
、

不
老

長

壽

と

い
う

人

類

が

抱

え

た

最

大

の
問
題

點

に

つ

い

て

多

く

の
先
哲

ら

が

そ

の
方

途

を
指

し

示

そ

う

と

し

た

の
で

あ

る

。

「
元

氣

」

は

『
太

卒

經

』

に

お

い

て
重

要

な

位

置

づ

け
が

成

さ

れ

、

「
夫

物

始

於

元

氣

(2
9)」

、

ま

た

、

「
元

氣

有

三

名

、

太

陽

、

太
陰

、

中

和

。

形
體

有

三

名

、

天

、

地

、

人

。

天

有

三

名

、

日
、

月

、

星

、

北

極

爲

中

也

。

地

有

三

名

、

爲

山

、

川

、

卆

土

。

人

有

三
名

、

父

、

　7.
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母

、

子
(,。
)」

と
あ

る
。

万
物

は

こ

の

「
元

氣

」
よ

り

生

ま

れ
、

元

氣

が

集

ま

っ
て
固

ま

る

と
輕

く

て
清

い
も

の
は
上

昇

し

て

天

と
な

り

、

陽
と

な

る

。

ま

た

、
重

く

て
濁

っ
た

も

の
は

固

ま

っ
て
地

を
作

り
、

陰

と

な

る

。
陰

陽

が
結

合

し

た

も

の
が
人

で
あ

る
と

さ

れ

て

い
る

。

ま

た
、

「
元

氣

自

然

、

共

爲

天

地

之
性

也

。
中

略

、

太

陰

、

太

陽

、
中

和

三

氣

共
爲

理

(3↓

…

」

と

、

「
元

氣

」

の
本

質

は
無

形

で
あ

り

、

万

物

は
有

形

で
あ

る

。

し
た

が

っ
て

「
元
氣

」

は

万
物

を
化

生

さ

せ

る
根

本

の
氣

で

あ

る

か

ら

こ
れ

を

「
内

丹

」

考

え

た

。

「
内

丹
」

は

本

來

「
陰

丹

」

と

も

よ
ば

れ

、

六

朝

時
代

の

『
洞
眞

太

上

読

智

慧

滄

魔

眞

經
』

卷

一

(
『
道

藏

』

=

二
四

四

、
線

裝

本

一
〇

三

二
册

次

)

に

も

「
陰

丹

(
房
中

術

)

」

と
記

さ

れ

た

文

章

が

出

現

し

て

い

る
。

ま

た

、

「
陰

丹

」

を

「
内
丹

」

と

解

釋

し

た

興
味

深

い

例

が

、

『
雲

笈

七
籤

』

卷

五

十

六

「
諸

家

氣

法
」

に
收

め

ら

れ

て

い
る

『
元

氣

論

』

に

み

る

こ

と

が

で
き

、

「陰

丹

」

を

次

の
よ
う

に

説
明

し

て

い
る

の
で

上
げ

て

お

く
。

「
九

皇

上

經

に

曰

く

、

始

青

の
下

月

と

日
、

兩

牛

同

に

升

り

合

し

て

一
を

な
す

。

彼

の
玉

池

を

出

で

て
金

室

に
入

る
。

大

な

る

こ
と

彈

丸

の
如

く
、

黄

な

る

こ
と

橘

の
如

し

。

中

に

佳
味

あ

り

て
甜

き

こ
と

蜜

の
如

し

。

子
能

く
之

を

得

れ

ば

、

愼

み

て

失

ふ

こ

と

な

か
れ

。

注

に

云

ふ

、
交

黎

、

火
棗

(3
2)は
生

ま

れ

な

が

ら

に

人
體

中

に

在

り

。

其

の
大

な

る

こ
と

彈

丸

の

如

く

、

そ

の
黄

な

る

こ

と
橘

の
如

し

。

そ

の
味

は
甚

だ

甜

し

。
そ

の
甜

き

こ
と

蜜

の
如

し

。
遠

か

ら
ず

近

か
ら

ず

、

心

室

に

あ

り
。

心

室

は
禪

の
舍

、

氣

の
宅

、

精

の
主
、

魂

の
魄

な

り
。

玉
池

は

口
中

舌

上

よ

り
出

つ

る
所

の
液

な

り

。

液

と

紳

氣

と

一
に
合

す

。

兩

牛

合

一
を
謂

ふ

な

り

。
太

清

の
誥

に

云

ふ
、

許

遠

游

の
王
羲

之

に
與

ふ

る
書

に

日
ふ

、

そ

れ

交

梨

火

棗

は
、

是

れ
飛

騰

ほ
ろ

の
藥
な
り
。
君
侯
能
く
荊
棗

を
剪
除
し
、
人
我
を
去

り
て
是
非
を
泯
ぼ
せ
ば
、
則
ち

二
樹

君
の
心
中

に
生
ず
。
亦
た

ひ
か
り

能
く
葉
茂
り
枝
繁
り
、
花
を
開
き
實

を
結
ば
し
め
君
若
し

一
枝

を
食
す

る
を
得
れ
ば
、
以
て

景

を
万
里
に
蓮
ら
す

べ

し
。

こ
れ
則
ち
陰
丹
な
り
。
但
だ
能
く
精
神
を
養

ひ
元
氣
を
調

へ
、
津
液
を
呑

み
、
液
精

内
に
固
め
れ
ば

、
乃
ち
榮

華

を
生
ず

。
樹

の
根
壯
ん
に
し
て
葉
茂

り
、
花
を
開
き
實

を
結
び
、
胞

に
佳
味

を
孕
み
、
常
品

に
異
殊

な

る
に
喩

ふ
。
心
中
に
種
を
種
う
る
は
乃
ち
形
神
な
り
。
陰
陽
は
乃
ち
日
月
な
り
。
雨
澤
善
風
和
露

は
潤
沃
漑
灌
な
り
。
氣
蓮

　　　
,
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り

息

調

ふ
、
枝

葉

を

榮

ゆ

る
な

り
。

性

清

く

心

悦

ぶ

、

開

花
な

り

。

精

を

固

め

胎

を
留

む
、

結

實

な

り

。
津

液

流

暢

す

る

は
、

佳

味

甜
き

な

り

。
古

仙

は

誓
重

し

て

、
傳

え

て

口

に
付

す

。

い
ま

瀚

墨

を

以

て
宣

授

す

。

宜

し

く
奇

人

に

付

す

べ
し

(、,
)」

と
あ

る

。

九
皇

上

經

で
は

、

日

と

月

が
合

體

し

て
黄

色

い
彈

丸

の
よ
う

な

大

き

さ

の
、

甘

い
味

の
す

る

「
丹
」

が

で
き

る

の

で
、
大

事

に
保

持

せ

よ

と

言

う

。

こ

れ
が

注

釋

に

よ

る

と

日

と

月

と

は
唾

液

と

神

氣

で
、

兩

者

が

合
體

し

て

「丹

」

が

で

き

る

の

で
あ

り

、

そ

の
場

所

が

心

の
藏

と

さ

れ

て

い
る

。

そ

の

「
丹

」

こ
そ

が

交
黎

、

火

棗

で
あ

る
。

そ

れ

が

「
元

氣

論

」

で

述

べ
る

「
陰

丹

」

で
あ

る
。

つ
ま

り

、

體

内

に

氣

(
津

液

)

を

巡

ら

せ

て

「
丹
」

を

造

る
と

い
う

「
丹

」

の
思

想

は
、

「
但

だ

能

く

精
紳

を

養

ひ
元

氣

を

調

へ
、
津

液

(、
、)を

呑

み

、

液

精

内

に

固

め

れ
ば

、

乃

ち
榮

華

を

生
ず

」

と

し
、

さ

ら

に

古

代

の
人

々
は

「
樹

の
根

壯

ん

に

し

て

葉

茂

り

、

花

を

開

き

實

を

結

び
、

胞

に
佳

味

を
孕

み
、

常

品

に
異

殊

な

る

に
喩

ふ

」

と
表

現

し

た
。

次

に
、

麥
谷

邦

夫

氏
ら

の

『
養

性

延
命

録

訓

註

』

、

教

誡

篇
第

二
、

混

元
道

經

日
(,
5)に

記

載

さ

れ

た
も

の
を

み

る

と

「
谷

神

不

死

、

是

謂

玄

牝

(、
、
ご

と

、

谷

神

に

つ

い

て

の
考

え

方

が

載

せ

ら

れ

て

い

る

。

こ

こ

で
述

べ

て

い

る

「
谷

」

(3,)と
は

「道

」

(3
、)の
別

名

で

あ

り

「
空

虚

」

、

神

と

は

「變

化

」

3̂,
)の
意

味

を
持

つ
。

し

か
し

、

興

味

深

い

こ
と

に
道
家

思
想

を
取

り
れ

た
古

代

書

籍

で

あ

る

『
黄

帝

内
經

』

(、。
)に

は

「
谷

」

の
文

字

が

頻

繁

に

使

用

さ
れ

て

い

る

の
に

關

わ
ら

ず

、
老

子

の
道

徳

經

と

ま

っ
た

く
違

っ
た

解

釋

が
行

わ

れ

て

い

る
。

『
黄

帝

内

經

』

の

「
谷

」

は

穀

の

こ
と

で
あ

り
(、、)、

す

べ
て

の
穀
物

は
自

然

界

の
地

の
氣

、̂、)を
吸

收

し

て
育

つ
、

つ
ま

り

「
穀

氣
」

を

體

内

に
保

つ

こ

と

で
禪
志

が

養

わ

れ

る

と

い
う

考

え

が

あ

っ
た

。

そ

の
例

を

み

る
と

『
黄

帝

内

經

・
靈

樞

』

卆

人

絶

穀

篇
第

三

十

一
に

「
紳

は
水

穀

の
精

氣

な

り
」

。

天

年

篇
第

五

十

四

に

は

「
神

を

失

う

者

は

死

し

、
神

を
得

る
者

は

生

く

る
な

り

」

。
本

神

篇

第

五
に

は

「志

意

は

、

精

紳

を

御

し

、

魂
魄

を
收

め
、

寒

温

に

適

い
、
喜

怒

を

和
す

ゆ

え

ん

の
者

な

り

(、,
)」

。

『
淮
南

子

』

精

紳

訓

(、、)に

は

「
禪

な

け

れ

ば

、

則

ち

視

る

を

以

て
見

え

ざ

る
無

し

。

聽

く

を

以

て

聞

こ

え

ざ

る
無

し

。

爲
す

を

以

て

爲

さ
ざ

る
無

し

。

こ

の
故

に

、

憂
患

入

る

こ
と

能

わ

ざ

る
な

り

。

而

し

て
、

邪

氣

襲

う

( 9)
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こ

と
能

わ
ざ

る
な

り

」

と
あ

る
。

即

ち
、

「禪

」

を
養

う

基

礎

が

「
谷

」

つ
ま

り

「
穀

氣

」

で
あ

り

、

「
神

」

は

五

藏

の

「
神

」

と

つ
な

が

っ
て

い
る

こ

と

か

ら

考

え

て

も
、

「
神

」

の
活

動

は

不

死

を

保

つ
秘

訣

で

も

あ

る

(、
5)と

い

う

。

そ

の

「
神

」

の
働

き

に

つ

い

て

『
養

性

延

命

録

』

教

誡

篇

第

二
十

で

、

「
小

有

經

日

、

少

思

少

念

、

小

欲

少

事

、

少

語

少
笑

、

少

愁

少
樂

、

少

喜

少

怒

、

少

好

少

惡

。
行

此

十

二
少

、
養

生

之
都

契

也

。
多

思

則

禪

殆

、
多

念

則

志

散

、

多

欲

則
損

志

、

多
事

則

形

疲

、

多

語

則

氣

爭

、
多

笑

則

傷

藏

、

多

愁

則

心
懾

、
多

樂

則
意

温

、

多
喜

則
忘

錯

僭

亂
、

多

怒

則

百
賑

不

定

、
多

好

則

專

迷

不

治

、

多

惡

則
樵

煎

無

懽

。

此

十

二
多

不

除

、

喪

生

之

本

也

。

無

多
者

、

幾

乎

眞
人

」

(
小
有

經

に

曰

く
、

「
思

を

少

な

く

し

念

を

少
な

く
し

、

欲

を

少

な

く

し

事

を

少

な

く

し

、

語

を

少

な

く

し

笑
を

少

な

く

し
、

愁

を
少

な

く

し

樂

を

少

な

く

し

、

喜

を
少

な

く

し

怒

を

少

な

く

し

、

好

を

少

な

く

し

惡

を

少

な

く

す
。

此

の
十

二
少

を

行

う

は
、

養

生

の
都

契

な

り

。

思
多

け

れ

ば

則

ち

神

殆

く

、

念

多

け

れ

ば

則

ち

志

散

じ

、

欲

多

け
れ

ば

則

ち
志

を

損

な

い
、

事

多

け

れ

ば

則

ち

形

疲

れ
、

語
多

け

れ

ば

則

ち

氣

爭

い
、

笑

多

け

れ

ば

則

ち

藏

を

傷

り

、
愁

多

け

れ
ば

則

ち

心

懾

れ
、

樂

多

け

れ

ば

則

ち

意

盗

し
、

喜

多

け

れ

ば

則

ち
忘

錯

憎

亂

し

、

怒

多

け

れ

ば

則

　

　

ち

百
賑

定

ま

ら
ず

(、、
)、
好

多

け

れ
ば

則

ち

專

ら

迷

い

て
治

ま

ら
ず

、

惡

多

け

れ
ば

則

ち
樵

煎

し

て
懽

無

し

。

此

の
十

二

多

除

か
ざ

る

は
、

生

を
喪

う

の
本

な

り

。

多

無

き
者

は

、

眞

人

に
幾

し

」

と
(、,
))

と

、

養

生

の

「
十

二
少

」

を

守

り

、

「十

二
多

」

を
戒

め

る

こ

と
が

重

要

で
あ

る

と

い
う

精
神

養

生

法

に

お

け

る
基

本

的

な

心

構

え

な

ど

が

語

ら

れ

て

い

る
の

で
あ

る
。

こ

こ

に
あ

る
百

脈

と

は
全

身

の
氣

と

血

脈

の
ル

ー

ト

を
指

し
、

こ

の
脈

の
ル

ー

ト

は
本

幹

と

そ

こ

か
ら

出

る
分

枝

と

に

分

か
れ

て

い
る

と

言

っ
て

よ

い

ほ
ど

細

か

く

、

經

脈

と

絡

脈

の

二
本

の
幹

と

な

る
脈

が
存

在

し

、

脈

よ

り
十

二
本

の
ル

ー
ト

に

分

か
れ

る

正
經

と

(Cco)、

正

經

か
ら

さ

ら

に

分

か
れ

て
走

行

す

る
經

別

、

ま

た
、

八

本

に

分
か

れ

る
奇

經

と

が

あ

る
。

こ
れ

ら

は

五

藏

と

連

結

し

て

い

て
、

五

藏

に

よ

り
化

生

さ

れ

た

「
氣

」

を

こ

れ

ら

の

パ

ワ
ー

ル

ー

ト
を

通

じ

て
全

身

へ
導

き

、

「氣

」

を
行

き

渡

ら

せ

る

と

い
う

パ
イ

プ

的

な

存

在

が
經

絡

な

の

で

あ

る

(4、
)。

し
た

が

っ
て
感

情

の
變
化

に
よ

り

五

藏

、

五
神

、

五

志

の
神

氣

の
統
制

が

亂

れ

る
と

、

「神

」

の
變

調

は

同

　10
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時

「
氣
」

や

「精

」

ま

で
及
び

、

そ

れ

が

經
賑

の
流

れ

に
波

及

し

て
全
身

へ
と
影

響

(,。
〉を

引

き

起

こ
す

と
考

え

ら
れ

る
。

さ

ら

に

「氣

」

は
丹

田
(、-)と

い
う

パ

ワ
ー

ス
ポ

ッ
ト

に

集
約

さ

れ
、

「
内

丹

」

は
上

丹

田
、

中

丹

田
、

下

丹

田

に
分

か

れ
、

紳

は

上

丹

田

(
ツ
ボ

で

は
印

堂

)

、

氣

は

中

丹

田

(
ツ
ボ

で

は
擅

中

)

、

精

は

下

丹

田

(
ツ
ボ

で

は
氣

海

)

に
宿

る
と

し

た
。

内

丹
術

は
練

精

術

を

目
的

の

一
つ
と

す

る
か

ら

、

下

丹

田

に

ま
ず

呼

吸

と

意

識

の
集

中

を
作

り
、

つ
い

で
氣

に
化

し

(
練

精

化

氣

)

、

上

丹

田

に

行

き

、

下

っ
て
丹

田

に

至

る

。

こ

の

一
連

の
動

作

に

つ

い

て

「
服

氣
療

病

篇

第

四
」

に
は

「
元

陽

經

日
、

常

以
鼻

納

氣

、
含

而
漱

滿

、

舌
料

唇

齒

咽
之

。

一
日

一
夜

、
得

千

咽
、

甚

佳

。
當

少

飮

食

。
飮

食

多

則
氣

逆
、

百
脈

閉

。

百

脈

閉

、

則

氣

不

行

。

氣

不
行

、

則

生

病

」

(
元

陽

經

に

曰

く
、

常

に

鼻

を

以

て
氣

を
納

れ

、
含

み

て
漱

ぎ

滿

た

し
、

舌

も

て
唇

齒

を

料

し

て
之

れ

を

咽
む

。

一
日

一
夜

に

し

て
、

千

咽
す

る

こ

と
を

得
ば

、

甚

は

だ
佳

し

。
當

に
飮

食

を

少

な

く

す

べ
し

。

飮

食
多

け

れ
ば

則

ち
氣

逆

し
、

百

脈

閉
ず

。

百

賑

閉
ず

れ
ば

、

則

ち
氣

行

ら
ず

。
氣

行

ら
ざ

れ

ば

、

則

ち

病

を

生

じ

る

)

と

あ

る

。
ま

た
、

「
凡
行

氣

、

以
鼻

納

氣

、

以

口
吐

氣

。
微

而
引

之

、
名

日

長
息

。
納

氣

有

一
、

吐

氣

有

六

。

納

氣

一
者

、

謂

吸
也

。

吐

氣

有

六

者

、

謂
吹

呼

唏

呵

嘘

泗
、

皆

出
氣

也

」

(
凡

そ

行
氣

は
、

鼻

を

も

っ
て
氣

を

納

れ

、

口
を

以

て
氣

を

吐

く

。

微

か

に

し

て

之

れ

を
引

く

を
、

名

づ

け

て
長

息

と

い
う

。

納

氣

に

一
有

り
、

吐

氣

に

六
有

り

。

納

氣

に

一
あ

り

と

は

、

吸

を

謂

う

な

り
。

吐

氣

に
六
有

り
と

は
、

吹

呼
唏

呵
嘘

泗

を

謂

い
、
皆

な

氣

を

出

す

な

り

(,、
))

と
呼

吸

法

が

詳

し

く
記

さ

れ

て
お

り
、

「
氣

」

を
全

身

に

巡

ら
せ

る
行

氣

と

い
う

導

引

法

に

つ
い

て
も

述

べ
ら

れ

て

い
る

。

行

氣

に

は
蛇

行

氣

、

蝦

蟇

行

氣

、

龜

行
氣

、

雁

行

氣
、

龍

行

氣

な

ど

が

あ

り

、

ま

た

、

五
藏

の
疾

患

を
治

療

す

る
た

め

の
導

引

に

は

『
黄

庭

内

景

五
藏

六

府
補

瀉

圖

』

(
『
道

藏

』

洞
玄

部

靈

圖

類

、

藝

文

印
書

館

(台

灣

)

第

一

一
册

八
五

二

〇

～

二
九

頁

、

線

裝

本

一
九

六

册
次

)

と

い
う
唐

の
胡

倍

の
著

述

が

あ

る
。

上

述

の
呼

吸
法

で
特

に
注

目
す

べ
き

こ

と

は

「納

氣

」

が

肺

の
機
能

で
は

な

く
腎

で
行

わ

れ

て

い

る

と

い

う
作

用

で
あ

る

。

こ
れ

は

深

い
呼

吸

に
關

わ

る

も

の

で
、

吸
氣

(納

氣

)

を
下

丹

田
す

な

わ

ち
腎

に

納

め

て

、

精

を

元
氣

に
化

し

、

こ
れ

を

活

性
化

す

る
機

能

の

こ

と

で
あ

る

。
肺

は
氣

(11)
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道
黏
膜

の
肅
淨

と

「
氣
」
を
下
降

さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、
呼
吸
時
に
清
氣

を
吸
い
込
ん

で
丹
田
に
清
氣
を
納

め
よ
う

と
す

る
。
し
た
が

っ
て
腎

の
納
氣
作

用
は
、
肺

の
呼
吸
を

ス
ム
ー
ズ
に
し
て

「行
氣
」
を
促
す
と
い
う
働

き
が
兩
者

間
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
注
目
す

べ
き
こ
と
は
腎

の
働
き
が
、
先

天
の
精
氣

を
貯
藏
し
壽
命
を
主
る
こ
と

か
ら
別
名
を

「命
門
」
と
も
言
わ
れ
る
ぐ

ら
い
に
重
要
な
臟
器

で
あ
る
こ
と
。
こ
こ
で
基
礎
活
力
を
も
た
ら
す

「
元

氣
」

と
、
子
孫

を
殘
す

「
生
殖
」
作
用
の
他
に
、
生
長
發
育
に
よ
る
老
化

の
防

止
、

記
憶
力

の
促
進
、
髓
を
生
じ
て

骨
を
作
り
、
耳
に
連
結
し
て
い
る
た
め
、
丹
田
に

「
氣
」
を
納
め
、

「氣

」
の
錬
成

に
よ

っ
て

「
内
丹
」
を
化

生
す

る
こ
と
で
、

「
凡
行
氣
欲
除
百
病
、
隨
所
在
昨
念
之

(
凡
そ
氣
を
行
し
て
百
病

を
除

か
ん
と
欲
せ
ば
、
所
在
に
隨

い

て
之
を
作
念
す
)
」
百
病
を
除
外
で
き
る
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
作
念

(
存
思
)
が
養
生
の
基
本
と
さ
れ

て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
私
た
ち
は
日
常
生
活

で
氣
血
を
奪
わ
れ
る
行
動
が
し
ば
し
ば

あ
る
。
そ
れ
は

『
養
性
延
命
録
』

の

「雜
誡

忌
攘
害
所
善
篇
第

三
」
に
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
久
視
傷
血
、
久
臥
傷
氣
、
久
立
傷
筋
、
久
坐
傷
肉
。
凡
遠

思
強
健
傷
人
、
憂
恚
悲
哀
傷
人
、
喜
樂
過
差
傷

人
、
忿
怒
不
解
傷
人
、
汲
汲
所
願
傷
人
、
戚
戚
所
患
傷
人
、
寒
熱
失

節
傷

人
、
陰
陽
不
交
傷
人
。

凡
交
須
依
導
引
諸
術
」

(久
視
す
れ
ば
血
を
傷

い
、
久
臥
す
れ
ば
氣
を
傷

い
、
久
立
す

れ
ば

骨
を
傷
い
、
久
行
す
れ
ば
筋
を
傷

い
、
久
坐
す
す
れ
ば
肉
を
傷
う
。

凡
そ
遠
思
強
健
す
れ
ば

人
を
傷

い
、
憂
恚

悲
哀
す
れ
ば
人
を
傷

い
、
喜
樂
過
差
す
れ
ば
人
を
傷
い
、
忿
怒
解
け
ざ
れ
ば
人
を
傷

い
、
汲
汲
と
し
て
願
う
所
は
人

を
傷

い
、
戚
戚
と
し
て
患
う
所
は
人
を
傷

い
、
寒
熱
節
を
失

え
ば

人
を
傷

い
、
陰
陽
交
わ
ら
ざ
れ
ば

人
を
傷
う
。
凡

そ
交
う

る
に
は
須
ら
く
導
引
の
諸
術
に
依

る
べ
し
(,3
>)
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
精
禪

や
感
情

の
變
化
と
過
度
の
視

る
、

寢
る
、
立

つ
、
歩
く
、
座
る
、

と
い
う

一
連

の
動
作
が
氣
血

の
流
れ
を
亂

し
て
四
肢
、
百
骸
を
患
わ
せ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
し
た
が

っ
て

『
養
性
延
命
録
』

の

「
内
丹
」
養
生
が
私
た
ち
の
生
活

と
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
が
理
解

で

き
る
で
あ
ろ
う
。

Σ12
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N

『
眞

誥

』

に
述

べ
ら
れ

た

「
氣

」

『
眞
誥

』

は
現

行

道

藏

本

に

よ

る
と

、

七

編

二
十

卷

よ

り

な

る
。

こ

の
書

は

齊

の
顧
歡

が

『
眞

迹

』

と

し

て

編
集

し

た

も

の

で
眞
仙

が

楊

羲

に
降

授

し
た

事

跡

を

記

し

た

も

の

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て

陶

弘

景

に

よ

る
著

作

に

よ

る

も

の

で

は
な

く

、
陶

弘

景

が

そ

の

一
部

を

加

筆

し

て

編
纂

し

た

も

の

で
あ

る

。

ま

た

、

『
道
迹

經

』

も
同

系

統

の
も

の

で
、

『
眞

誥
』

に

一
致

す

る
部

分

が

み

ら

れ

る

。

こ

の

こ

と

は

『
道

迹

經

』

を

も

用

い
て

『
眞
誥

』

の
修

訂

を

行

っ

た

も

の
と
考

え

ら

れ

る
(54v。

『
眞

誥

』

で
は

「
内

丹

」

の
錬

成

に
よ

り

作

ら

れ
た

丹

を

「
守

眞

一
」
す

る

こ
と

が

目

標

で
あ

る

と
し

た
(55)。
葛

洪

は

『
抱
朴

子

』

を

通

じ

て
煉

丹

術

(
外

丹
)

に
よ

る

「
金

丹

」

を

作

成

し
、

仙

人

を
實

現

し

、

自

然

に

同
化

し

よ

う

と

し
た

が

、

陶

弘

景

は

自

然

の
ま

ま

の
姿

で

心

身

の
錬

成

法

を

積

み

重

ね

、

そ

の
結

果
、

宇
宙

的

生
命

で
あ

る

「
眞

」

を
體

得

し

て

眞

人

を

實

現
す

る

こ

と
を

目
標

と

し

た

。

こ

の

こ

と

は

上

清
派

の
教

義

と
し

て
思
想

的

な
源

流

を

成

し
た

。

陶

弘

景

は

「金

丹

(
外

的

藥

物

)

」

の
生

成

よ

り

も

個

人

の
心

身

の
錬

成

こ

そ
が

道

教

に
お

い
て

、

よ

り
理

論

に

適

う
確

實

な
方

法

で
あ

る
と

到

斷

し

た

。

言

い
換

え

れ
ば

藥

物

な

ど

の
物

質

を

頼

り

に
す

る

こ
と

よ

り

も
精

神

の
内

奧

の
世
界

に

そ

の
答

え
を

み

つ
け

よ

う

と

し

た

の
で

あ

っ
た

。
そ

こ
に

は

宇
宙

と
生

命

と

の
關

わ

り
合

い
を

知

り

た

い

と

い
う

彼

の
願

望

が

見

え
隱

れ

し

て

い

る
よ

う

に

も

思

わ

れ

る

。

そ

の
手
段

と

し

て

彼

は

『
眞

誥

』

卷

二
、

運

題

象

篇

に

「
守

眞

一
篤

者

、

一
年

使

頭

不

白

、

禿

髮

更

生

。

中

略

、

玉

醴

金

漿

(
不
老

長

生

の
仙

藥

。
朱

草

の
溶

液

に

玉

を

和

し

た

も

の

を

玉
醴

、

金

を

和

し

た

も

の
を

金

漿

と

い
う

)

、

交

梨

火

棗
、
此
則
騰
飛
之
藥
、
不
比
於
金
丹
也
。

…

火
棗

、
交
黎
之
樹
、
巳
生
君
心
中
也
。
心
中
獪
有
荊
棗
相
雜
、
是

以

二
樹

不

見

不
審

。

可

剪
荊

棗

出

此

樹

單

生

其

實
幾

好

也

。

雖

云
問

也

、

其

欲

希

之

近

也

。

」

(
眞

一
を
守

る

こ
と

に
熱

心
な

人

は
、

一
年

た

て
ば

、

頭

を
白

く

な

く

さ

せ

、

禿
げ

頭

に
再

び

毛

を

生

え

さ

せ

る

。

(
中
略

)

玉

醴

・
金

漿

・
交

黎

・
火
棗

、

こ
れ

ら

は

昇
仙

の
た

め

の
藥

で

あ

っ
て

金

丹

と

は
比

べ

も

の

に
な

り

ま

せ

ん

。

…

交

黎

・

火
棗

の
樹
は
も
う
す

で
に
あ
な
た

の
心
の
中

に
生
え

て
い
ま
す
。
だ

が
心
の
中

に
は
ま
だ

い
ば
ら
が
混
生
し
て
い
ま
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す

。

そ
れ

で
二
本

の
樹

は

ま
だ

現

れ

て
な

い

の

で
す

。

そ

の

い
ば

ら

を

刈

り

取

っ
て
、

こ

の
樹

だ

け

を

生

え

出

さ

せ

る

こ

と
が

で
き

る

で

し

ょ
う

か
。

そ

う

な

れ
ば

本

當

に
す

ば

ら

し

い
、

(
和

譯

は
麥

谷

邦
夫

、

吉

川

忠

夫

編

著

『
眞

誥

研

究

』

(
譯

注
篇

)

京

都
大

學

人

文

科

學

研
究

所

研

究

報

告

、

八

一
頁

よ

り

の
引

用

)

と

、

「
守

眞

一
」

が
養

生

の
最

大

の
方

法

で
あ

る

こ
と

が

主

張

さ

れ

て

い

る
。

と

く

に

こ

の
中

で

「
火

棗

、

交

黎

之

樹

、

巳
生

君

心

中

也

」

(
交

黎

、

火
棗

の
樹

は
す

で

に

あ
な

た

の
心

中

に

あ

る
)

と
、

實

は
外

部

に

あ

る

よ

う

に

見

え

る

紳

仙

界

と

い
う

の

は

お

の
れ

自
身

の
胸

中

に

存
在

し
、

そ

の
存

在

を

み

つ
め

て
念

じ

て

い
く

こ
と

が

「
守

眞

一
」

の
法

則

で
あ

る

。

し

か

し

、

そ

れ

も
多

難

な

方

法

で

あ

る

こ
と

を
指

摘

し
、

「
心
中

獪

有

荊

棗

相

雜

、

是

以

二
樹

不
見

不
審

」

(
心

中

に

は

い
ば

ら

が

あ

っ
て
、

交

じ

っ
て

い

る
)

と

、

「守

眞

一
」

の
實

踐

が

容

易

な

事

で

は

な

い

こ
と

を
記

し

て

い
る

。

こ
れ

は
陶

弘

景

が
上

清

派

道
教

と

い
う

手

段

を

用

い

て
、

そ
れ

ま

で

の
修

行

方

法

に

對

し

て
改
革

を
も

た

ら

し

た

の

で
は

な

い
だ

ろ

う

か
。

さ

ら

に
陶

弘

景

が

修
行

を

読

く
た

め

に

『
眞

誥

』

に

お

い

て

苦

慮

し

て
い

た

の
が

、

協

昌

期

第

二

の

「
守

玄

白

の
道

」

(,,
)で
あ

る

。
陶

弘

景

は

「
守

玄

白

之

道

、

常

旦

旦

坐

臥

任

意

、

存

泥

丸

(
腦

)

中

有

黒

氣

、

存

心

中
有

白
氣

、

存

臍
中

有

黄

氣

氣

。

三

氣

倶

生
、

如

雲

氣

覆

身

」

(
守

玄

白

の
道

は

、

常

に
毎

朝

、

坐

っ
て

い
て

も
横

に

な

っ
て
も

よ

い

が

、

泥
丸

の
中

に

黒

氣

が

あ

り

、

心
藏

の
中

に
白

氣

が

あ

る

と

存

思

、
臍

の
中

に
黄

氣

が

あ

る
さ

ま

を
存

思
す

る
。

三
氣

が

と

も

に
生

じ

て
運

氣

の
よ
う

に
身

を

覆

う
)

と
存

思

(57
vの
方

法

に

つ
い

て
述

べ

て
い

る
。

と

こ

ろ

が

も
と

も

と

『
眞
誥

』

は

眞

迹

(
眞

人

の
命

令

ど

お

り

に
筆

寫

し

た

經

典

と

い

う
意

味

)

を
改

名

し

た

も

の

で
、

過
去

の
修

行

方

法

の

内
容

が

殘

さ

れ

て

い
た

が

、

陶

弘

景

は
そ

れ

ら

の
修

行

方

法

が

低

い

内
容

で
あ

る

こ
と

も
指

摘

し

た

。
協

昌

期

篇

に

読

か
れ

て

い

る

「
守

玄

白

の
道

」

な

ど

も

そ

の

ひ

と

つ
で
あ

る
が

、
陶

弘

景

は

眞

人

へ
の
修

行

方

法

は

『
登

眞

隱

訣
』

に

明

ら

か

に
す

る

こ

と
が

目
的

で
あ

っ
た

た

め

、

『
眞

誥

』

が

た

と

え
低

い

修

行

方

法

で
あ

る

こ

と

が

わ

か

っ
て

い
た

と

し

て

も

注

記

で

そ

れ

を

明

ら

か

に

し

な

が

ら

編

集

し

た

。

す

な

わ

ち

『
登

眞
隱

訣
』

と

い
う
、

よ

り
高

い
明

確
な

目

標

を
著

す

た

め

に

『
眞

誥

』

は

「
化

城

」

で

も
あ

っ
た

。
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道
教

の

「
守

一
」

の
考

え
方

は

『
太

罕
經

』

で

「
守

一
明
之

法

、

長
壽

之

根

也

,̂、
)。

」

と

あ

り

、

四
世

紀

初

頭

の

葛

洪

の
作

で
あ

る

『
抱

朴

子

』

「
地

眞

篇

」

に

お

い

て
も

す

で

に
論

述

さ

れ

て

い

る
。

そ

の
な

か

の
守

一
養

生

の
読

は

元
來

禪

仙

、
方

士

家

の
問

で
行

わ

れ

て

い

た

も

の

で

あ

っ
た

。

そ

の
且
ハ體

的

な

も

の
が

『
抱

朴

子

』

に

よ

り

且
ハ體

化

さ

れ

た

の

で
あ

っ
た

。

そ

の
後

、

陶

弘

景

は

「
守

眞

一
」

を

「
至
戒

」

と

し
、

そ

れ

ま

で
行

わ

れ

た
過

去

の
修

行

方

法

を

『
眞

誥

』

と

し

て
著

し
、

『
登

眞

隱

訣

(
眞

人

に

成

る

た

め

の
秘

密

の
修

行

法

)

』

に

お

い
て
、

眞

人

に
な

る

た

め

の
修

行

方
法

と

し

て

「守

一
」

を

読

い

て

い

る

こ
と

は

、

「
守

一
」

の

思
想

が

陶

弘

景

に

よ

っ
て
極

ま

っ
た

と

考

え
ら

れ

る

5̂
9)。

眞

人

の
修

行

に

つ
い

て

『
眞

誥

』
卷

二
、

運

題
象

篇

に

「
眼

は
身

體

の
鏡

で
あ

り

、

耳

は
肉

體

の

窗

で
あ

る
。

視

る

こ

と
が

多

け

れ
ば

鏡

は

く

も

り
、

聞

く

こ
と

が
多

け

れ
ば

窗

は
閉

ざ

さ

れ

る
。

私

は

く

も

っ
た

鏡

を

磨

く

砥

石
、

閉
ざ

さ
れ

た

窗

を

開
け

放

つ
手
だ

て
が

あ

り

、

た

だ

ち

に
萬

靈

を
見

と

お

し
、

遙

か

遠

く

の
聲

を

も

聞

き

取

る

こ
と

が

で

き

る
。

顏

は

精
神

の

庭
、

髮

は
腦

の
華

、

心

に

悲

し

み

が

あ

る

と
顏

は
や

つ
れ

、

腦

が
衰

弱

す

る
と

髮

は
白

く

な

る

。
だ

か
ら

、

「
精
氣

」

の
根

源

が

内

で
失

わ

れ

、

丹

津

液

が
枯

渇
す

る

。
私

は

若

々
し

い
童

顏

を

保

つ
經
典

、

白

髮

を

黒
髮

に
も

ど

す

方

法

が

あ

る

。

「
精

氣

」

は

肉

體

の
神

、
視

力

は
身

體

の
寶

で
あ

る

。
苦

勞

が

多

け

れ
ば

「
精

氣

」

は
淌

散

し

、

あ

く

せ

く

し

過
ぎ

る

と
視

力

も

滄

散

す

る

。
だ

か

ら

氣

力

が
衰

え

る
に

つ
れ

て

老

い
が

訪

れ
、

つ

い
で

耄
碌

し

て
し

ま

う

。

私

に

は

「
精
氣

」

を

増

盆

す

る

法

、

硯

力

を

長

持

ち

さ

せ

る
經

典

が

あ

る
。

こ

の

四

つ
の
方

法

が

上
清

の
内
書

、

た

ち
ど

こ
ろ

に
效

果

の
あ

る

眞
人

の
眞
章

で

あ

る
(coo
)o

(和

譯

は

、

麥

谷

邦

夫

、

吉

川
忠

夫

編

『
眞
誥

研
究

』

(
譯

注

篇

)

京

都

大

學

人
文

科

學

研

究

所

研
究

報

告

、

運
象

篇

第

二
、

五

三

頁

、

二
〇

〇

〇
年

發

行

)

」

と
、

「
氣

」

の
存

在

に

つ
い

て
も

ふ

れ

、

且
ハ
體
的

な
眞

人

に
な

る

た

め

の
方

法

や

法

則

が

読

か

れ

て

い

る
。

晩

年

の
陶

弘

景

は

體

内

の

「
氣

」

の
練

成

こ

そ

が

「
内

丹

」

を

作

り

出

す

唯

一
の
方

法

で

あ

り

、

そ
れ

ら

は
自

然

と

宇

宙
的

生

命

と

さ

れ

る

「
眞

」

と
結

合

し

て

「
眞

人

」

と

な

る

法

則

を

確
立

し
、

現

在

に
傳

え

ら

れ

る
氣
功

の
魁

と
な

っ
た
と

思

わ
れ

る
。
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V

お
わ

り

に

六
朝

時

代

に
お

け

る

「
氣

」

に

對

す

る
養

生

法

に

つ

い

て
代

表

的

な

思
想

家

の

一
人

と

し

て
陶

弘

景

が

い
る

。

陶

弘

景

は
葛

洪

が

『
抱

朴

子

』

で

読

い
た

こ
と

は

「
仙

人

」

に

な

る

た

め

の
方

法

で
あ

っ
た

と

い
う

。

そ

し

て
仙

人

に

な

る

た

め

の
、

も

っ
と

も
有

效

で
確

實

な

方

法

は

外

丹

を

服

用

す

る

こ

と

で
あ

る
と

読

く

。

し

か

し
、

晩

年

の
陶

弘

景

が
求

め
た

も

の
は
、

鑛

物

を

用

い

る
外

丹

法

は

人

體

に

は

有
害

で

あ

る

と

し
、

頻

繁

な

外

丹

の

使

用

は
避

け

る
よ

う

に

な

り
、

誰

に

で

も

で
き

る

内

丹
法

を
奬

勵

し

、

「
存

思

法

」

に

よ

る

内

な

る
生

命

に

對

し

て

そ

の
修

練

の
方

法

を

求

め

た

の

で
あ

る

。
陶

弘

景

は

「
仙

人
」

の

か
わ

り

に

「
眞

人

(
仙

人

と

同
樣

に
、

道

を

體

得

し

た
者

)

」

を
強

調

し

て
い

る
。

彼

は
道

教

の
修

行

に

お

い

て

も
、

外

丹

術

を

否

定

し

て
な

い

。

し

か

し
、

陶

弘

景

は

「
眞

人
」

に
な

る

た

め

の
最

高

の
修
行

法

は

、

外

丹

藥

物

を

用

い

る

こ
と

で
は

な

く

、

お

の
れ
自

身

の
力

、

即

ち

、

お

の
れ

の
心

と

肉

體

を
完

全

に
整

え

る

こ

と

で
あ

る
と

主

張

し

た
。

葛

洪

は

煉

丹

術

(
外

丹

)
中

心

主
義

者

で
あ

る

の
に

對

し

て
陶

弘

景

で

は

眞

人

(
内

丹

)

中

心

主

義

者

で

あ

り

、

心

身

の

錬

成

法

に

よ

り

、

宇

宙

的

生

命

で

あ

る

と
推

測

さ

れ

る

「
眞

」

を
體

得

し

て
、

「
眞

人

」

に

な

る

こ
と

を

實

現

し

よ

う

と

し

た

。

そ

し

て
陶

弘

景

は

こ

の
方

法

を

「
守

眞

一
」

と
し

、

そ

れ
は

後

の
孫

思

遞

へ
と

受

け

繼

が
れ

た

。

陶

弘

景

が

追

求

し

た
宇

宙

韵

生

命

と

の

同

一
化

、

す

な

わ

ち

「
眞
」

は

、

東
洋

に
お

け

る
文

化

や

科

學

な

ど

の
あ

ら

ゆ

る

分

野

に

お
け

る
、

も

っ
と

も

重

要

な

課
題

の

一
つ

で

も

あ

る
と

い
え

よ

う

。

こ

の

「
眞

」

を

通

じ

て
彼

ら

の

「
氣

」

と

「
養

生

」

と

の
關

係

に

つ

い

て
述

べ

て

き

た

。

「
氣

」

は
道

家

思

想

と
深

く

關

わ

り

を

も

ち
、

生

き

る

た

め

の
活

動

源

で

も
あ

っ
た

。

注

目
す

べ

き

こ

と

は
、

先

人

ら

は

こ

の
エ
ネ

ル

ギ

ー

つ
ま

り

「
氣
」

と

い
う

物

質

を

操

作

す

る

こ

と

で
、

肉

體

的

レ

ベ

ル

で

の

永
久

の

生
命

を
手

に

入

れ

よ

う

と

、

藥
物

や
鑛

物

を

利

用

し

て

ま

で

そ

の
實

踐

方

法

を

世

に

殘

そ

う

と

し

た

こ

と

で
あ

る

。

そ

の
結

果

、

「
眞

」

を
體

得

す

る
有

效

な

手

段

と

し

て

内

丹
術

、

つ
ま

り

内
な

る

「
氣

」

を
整

え

、

育

て

る

こ
と

が

思

考

さ
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れ

た

の

で
あ

っ
た

。

こ
れ

ら

の
修

行

方

法

は
文

獻

に
読

明

さ

れ

た

「
存

思

」

を
行

う
た

め

に
も

必

要

な

手

段

で

も
あ

っ
た

。

今

後
、

さ

ら

に
よ

り

且
ハ
體
的

な

「
氣

」

の
服

氣

法

(
氣

を

呑

む
)

、

行

氣

法

(氣

を

循

環

す

る

)

、
錬

氣

法

(
氣

を
鍛

錬

す

る
)

に

つ

い
て
檢

討

し

て

い
き

た

い
。

『中国言語文化研究』第7号

A

1A
　

.-..-.

32
　 　

 

(
4

)

.-..-.

65
......

注

〉

陶
翊

の

「華
陽
隱
居
先
生
本
起
録
」
に

「
年

二
十
九
時
、
於
石
頭
城
忽
得
病
、
不
知
人
事
、
而
不
服

藥
、
不
飮
食
。
經

七

日
、
乃
豁
然
自
差
、
読
多
有
所
覩
見
事
。
」
と
あ
る
。

『
雲
笈
七
籤
』
卷

一
百
七
、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
三
年
、

二
三
二

〇
～
三
〇
頁
に
も
所
收
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
點
に

つ
い
て
麥
谷
邦
夫
氏

の
指
摘
が
あ

る
。
麥

谷
邦
夫
氏

「
陶
弘
景

年
譜
考
略
」
上
、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
三
年

(
『
東
方
宗
教
』
四
七
號
、

一
九
七
六
年
、
所
收
)
參

照
。

宋

の
道
士
陸
修
靜

の
弟
子
で
、
陸

の
ま
と
め
た
三
洞

の
道
教
を
繼

承
し
て
い
た
。

江
蘇
省
鎭
江
市
か
ら
西
南

へ
約
四
〇
キ

ロ
の
と
こ
ろ
に
、
西
晉
代

の
葛
洪

の
出
身
地
に
句
容

の
街
が

あ
る
。
そ

こ
か
ら
南

方

へ
約
二
〇
キ
ロ
の
所
に
あ

る
。
標
高

三
七

二
.
五

メ
ー
ト
ル
。
茅
山

の
名
稱

は
、
こ
の
山

で
修
行

し
て
い
た
茅
盈
、
茅

固
、
茅
衷
三
人
兄
弟

の

「茅
」

の
姓
に
發
す
る
と
い
う
。

『
眞
誥

』
稽
禪
樞
篇
に
は

「茅
山
は
太
湖

の
洞
庭
の
西
方

の
門

に
あ
た
り
、
太
湖

の
苞
山
の
中
と
通
じ
て
い
る
」
と
あ
る
。
太
湖
の
苞
山
は
現
在
、
洞
庭
山
と
よ
ば

れ
る
。

上
清
派
道
教
は
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
先
秦
以
來

の
神
仙
思
想
を
基
盤
と
し
山
岳
信
仰

や
星
辰
信
仰
な
ど
を

配
し
、
丹
藥

の
錬
成
に
よ
る
不
老
不
死
の
逹
成
と
禪
仙
世
界

の
參
入
を
読

い
た
も
の
で
あ
り
、

そ

の
代
表
的
な
著
作
は
葛

洪
が
著
し
た

『抱
朴
子
』
が
あ
る
。

二
つ
目
は
呪
術
や
民
間
信
仰
を
基
盤
に
現
世
安
穩
を
目
的

と

し
た
教
團
で
あ
る
。
窪

徳
忠

『
道
教
史
』

一
九
七
七
年
、
山
川
出
版
。

『
雲
笈
七
籤
』
二
三
ご
=

頁
に

「
及
梁
武
帝
革
命
、
議
國
號
未
定
、
先
生

乃
引
諸
籤
記
、
梁
是
應

運
之
符
。
」
と
あ

る
。

吉

岡
義
豐
氏
は
、
陶
弘
景
は
登
眞

の
秘
訣
は

「守

一
」
に
あ
る
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

『
道
教

と
佛
教
』
第
三
、
第
四

章
第

一
節

「佛
教
の
禪
法
と
道
教
の
守

一
」

�t10

1
頁
、

一
九

八
三
年
、
參
照
。
陳
國
符
氏
は
、

上
清
派

の
經
法
は
存
想

　17
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(
守

一
)
を
も

っ
て
主
と
な
す
と
す
る
。

『
道
藏
源
流
考
』
、

一
六
頁
、
中
華
書
局
、

一
九
六
三
年

。

麥
谷
邦
夫
、
吉
川
忠
夫
編
、

『
眞
誥
研
究
』

(譯
注
篇
)

八

一
頁
、
京
都
大
學
人
文
研
究
所
、

二
〇

〇
〇
年
。

上
清
派
道
教
の
確
立

に
貢
獻
し
た
陶
弘
景
は
佛
教
と
も
深
い
關
わ
り
を
持
ち
、
彼

の
母
は
熱
心
な
佛

教
信
者
で
あ

っ
た
と

傳
え
ら
れ
て
い
る
。
陶
弘
景
が
重
視
し
た
佛
教
經
典

と
し
て
は

『
法

華
經

』
が
知
ら
れ
、
彼

の
著

し
た

『
眞
誥
』
卷
十

九
、
翼
眞
檢
第

七
の
末
尾
に
所
戴

の

『
上
清
經
』

の
上
品
、

『
莊
子
』
内
編
は
と
も
に

『
法
華
經

』

に
言
及
し

て
い
る

(
麥
谷
邦
夫
、
吉
川
忠
夫
編
、

『
眞
誥
研
究
』

(
譯
注

篇
)
京

都
大

學
人
文
研
究
所
、

二
〇
〇

〇
年
、
六
六

八
～
六
九

頁
)
。
ま
た
、

同
樣
な

内
容
が
吉
川
忠
夫
編
著

『
六
朝

道
教

の
研
究

』
、
船
山
徹
著

「
陶
弘
景

と
佛
教

の
戒
律
」
創
文

杜
、
三
五
三
頁
、
三
六
三
頁
、

一
九
九
〇
年
に
も

『
法
華
經
』
を
重
要
視
し
た
こ
と
に

つ
い
て
上
げ

て
い
る
。

橋
本
高
勝
編

『
中
國
思
想

の
流
れ
』

(
上
)
、
兩
漢
、
六
朝
、

尾
崎
正
治
著

「紳
仙
思
想

を
集
大
成

し
た
道
士
」
晃
洋
書

房
、

一
九
九
六
年
を
參
照
。
ま
た
、
吉

田
光
邦
氏
は
中
國

の
煉
丹
術
が
杜
會
に
ど

の
よ
う
な
實

盆
を

殘
し
た

の
か
を
著
書

に
述

べ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
彼
ら

(煉
丹
家
)
が
術

の
人
で
あ

っ
た
側
面
は
、
多
く

の
乾
溜
裝
置
、

除
熱
あ

る
い
は
徐
冷

の
裝
置
と
し
て
殘
さ
れ
、
さ
ら
に
火
藥

の
發
明
と
な

っ
て
殘
さ
れ
た
。
多
く
の
鑛
物
に
關
す

る
實
驗

は
、

一
部

で
は
眞
に

實
用
的
な
藥
物
を
も
生
み
、
そ
れ
は
丹
と
し

て
つ
い
に
宋
代

に
は
醫
方

の
な
か
に
も
編
入

さ
れ

る
。
」

(吉

田
光
邦
著

『
中
國
科
學
技
術
史
論
集
』
日
本
放
邊
出
版
協
會
、

一
九
七

二
年
、

二
六
七
頁
、
に
あ
る
。
)
ま
た

、
著
明
な
練
丹
家

で

あ
る
魏
伯
陽
の
存
在
も
忘
れ

て
は
な
ら
な

い
。

石
井
昌
子
氏
に
よ

る

『
眞
誥
』
明
徳
出
版
杜
、

一
九
九

一
年

で
は
陶
弘
景
の
眞
人
思
想
が
後

の
東
洋

思
想
の
流
れ
に
封
し

て
強

い
影
響
を
與
え
た
こ
と
に

つ
い
て
述

べ
て

い
る
。

坂
出
群
伸
編
著

『
中
國
古
代
養
生
思
想

の
研
究
』

「隋
唐
時
代
に
お
け

る
服
丹
と
内
觀
と
内
丹
」
五

七
四
～
八
四
頁
、
卒

河
出
版
杜
、

一
九
八
八
年
。

『
千
金
要
方
』
卷
二
七
養
性
、

『
千
金
翼
方
』
卷
十

二
養
性
、

「攝
養
枕
中
方
」

『
雲
笈
七
籤
』
所

收
。

上
清
經
が
後
代
に
強
い
影
響
を
與
え
た
も
の
の
ひ
と

つ
。

『
黄
庭
經
』
に
は

『
内
景
經
』

『
外
景
經

』

『
中
景
經
』
に
分

か
れ
、
黄
庭
と
い
う
意
味
に

つ
い
て
は

『
黄
庭
外
景
經
』
で

「上
有
黄
庭
下
關
元
、
前
有
幽
関
後
命

門
。
」
さ
ら
に
後
世

cls)
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で
は
三

つ
の
解
釋
が
加
え
ら
れ
た
。
①
腹
内
中
空
の
處
と
あ
る
。
陳
櫻
寧
の

『
黄
庭
經
講
義
』

で

「
黄
乃
土
色
、
土
位
中

央
、
庭
乃
階
前
空
地
、
名

爲
黄

庭
、
郎
表
示
中
空
之
義

…

重
在
胎
息
。

…

臍

内
空
處
、

即
黄
庭
也
。
」

と
あ

る
。
②

石
和
陽
は

『
黄
庭
外
景
經
』
で

「命
門
之
上
、
有
玄
關
二
竅
、
左
玄
右
牝
、
中
虚

一
處
」
と

あ
る
。
③
名
前
の
み

が
あ
り
位
置
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
沈
括
は

『
夢
溪
筆
談

・
象
術
』
で

「黄
庭
、
有
名
而
無
所
、

衝
氣
之
所
在
。
故
養

生
家
日

:
守
黄
庭
、
則
能
長
生
也
」
と
述

べ
る
。

『
黄
庭
内
景
經
』

『
黄
庭
外
景
經
』
よ
り
更
に
遲

く
著
さ
れ
た

『太
清

境
黄
庭
經
』
に
は
、
精
、
氣
、
神
、

形
に

つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

「
此
天
地
之
内
、
上
下
之
氣

、
惟
人
以
精
爲
母
、

以
氣
爲
主
。
五
臟
各
有
精
、
精
中
生
氣
、
五
臟
各
有
氣
、
氣
中
生
禪
。
紳
能
長
壽
、
長
生
保
命
。
」

と
あ

る
。
な
お
、
孔

令
宏
著

『
从
道
家
到
道
教
』
中
華
書
局
、

二
五
四
～
五
六
頁
、

二
〇
〇
四
年
を
參
照
さ
れ
た
し
。

劉
宋

の
時
代
に
は
、
天
師
道
が
積
極
的
に
體
内
禪

の
存
思
を
實
踐
し

て
い
た
と

い
う
明
ら
か
な
証

跡
が
あ
る
。
そ
れ
は

『
三
天
内
解
經
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
體
内
禪

の
存
思
術
に

つ
い
て
贊
美
し
て
い
る
。

孫
思
遨
が
記
し
た
丹

の
名
前
に
は
太

一
玉
粉
丹
、
太

一
召
魂
丹
、
反
魂
丹
、
更
生
丹
、
全
生
歸
名
丹

、
四
紳
丹
、
太

一
禪

精
丹
、
神
變

丹
、
禪
液
丹
、
五
靈
丹
、
昇

霞
丹
、

靈
化

丹
、
三
使
丹
、
太

一
丹
、
使
者
丹
、
棒
香

丹
、
控
鶴
丹
、
麗

日

丹
、
赤
雪
流
珠
丹
、
紅
景
丹
、
思
輝
丹
、
月
流
光
丹
、
赤
曜
丹
、
昇
霞
丹
、
艮
雪
丹
、
水
銀
素
霜
丹

な
ど
が
あ
り
、

『
雲

笈
七
籤
』
卷
七
十

一
に
も
あ
る
。
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
の
丹
と
し
て
は
黄
帝
九
帝
丹
、
馬
仙
人
白

日
昇

天
丹
、
九
轉
丹
、
大

環
丹
、
小
環
丹
、
九
成
丹
、
九
變

丹
、
太
和
龍
胎
丹
な
ど
が
あ
る
が
、
孫
思
邀
は

「世
人
が
知

る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で

は
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
。

坂
出
群
伸
著

『
中
國
思
想
研
究
』
第

四
章

「
孫
思
邀

に
お
け
る
醫
療
と
道
教
」
關
西
大
學
出
版
部
、

二
六
〇
～
六

一
頁
、

一
九
九

八
年
に
所
收
さ
れ
て
い
る
。

麥
谷
邦
夫
、
吉

川
忠
夫
編
、

『
眞
誥
研
究
』

(譯
注
篇
)
三
八
九
頁
、
京
都
大
學
人
文
研
究
所
、

二
〇
〇
〇
年
。

『
雲
笈
七
籤
』
卷

三
二
、
中
華
書
局
、

七
〇

八
頁
、

「養
性
延
命
録

・
雜
修
攝
」

に
は

『
養
生
要
集

』
は
張
湛
、
道
林
、

糴
卒
、
黄
山
と
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
坂
出
群
伸
氏

の

『
道
教
と
養
生
思
想
』

(
ペ
リ
カ
ン
瓧
、

一
九
九
二
年
、

一
一
八

頁
、

一
三
七
頁
)

に
同
文
が
あ
る
。

「養
性
延
命
録
」
に
は
、

『
養
生
要
集
』
か
ら
の
引
用
文
が
二
十
五
條
あ

り
全
體

の

(19)
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四
分

の

一
と
推
定
さ
れ
る
。

い
ず
れ

も
、

『
養
生
要
集
』

か
ら
の
引
用
と
明
示
さ
れ
て

い
る
わ
け

で
は
な

い
。

『
醫
心

方
』
そ
の
他
に
引
用
さ
れ
て
い
る
佚
文
と

の
對
照
結
果
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

『
養
生
法
』

『
養
生
要
集
』

『
崔

禹
』

の
3
書
に
は
類
似
す

る
條
文
が
收
録
さ
れ
て
い
る
。

現
本

の

『
太
清
道
林
攝
生
論
』

(
『
正
統
道
藏
』
藝
文
印
書
館

(台
灣
)
、
第
五
七
册
四
六

一
七

四
頁
よ
り
四
六

一
八
五

頁
、
線
裝
本

一
〇
五
五
册
次
)
底
本
は

「前
彦
」
を

「錢
彦
」

に
作

る
が
、

『
雲
笈
七
籤
』

に
よ

っ
て
改
め
ら
れ
た
こ
と

が
麥
谷
邦
夫
氏
ら
の

「
養
性
延
命
録
訓
註
」
六

一
頁
、

一
九
八
六
年
度
科
學
研
究
費
、
A

「中
國
古

代
養
生
思
想

の
總
合

的
研
究
」
研
究
成
果
報
告
書
三
に
記
さ
れ
て
い
る
。
太
清

の
二
文
字

は
後
世

の
道
士
に
よ
り
加
え
ら
れ
た
も
の
、
太
清
は

讀
者

の
目
を
覺
醒
さ
せ
る
と
い
う
意
味
。
朱
越
利
氏
は

『
世
界
宗
教
研
究
』

で
湯
用
形
氏

の
文

獻

を
上
げ

(
朱
越
利
著

《
養
性

延
命
録
》
考
、

一
〇

一
～

一
五
頁
、

『
世
界
宗
教
研
究
』
、
第

一
期

(
通
算

二
三
期

)
、

中
國
瓧
會
科
學
出
版

杜
、

一
九
八
六
年
に
所
收
。

『
湯
用
形
學
術
論
文
集
』
中
華
書
局
、

一
九

八
三
年
五
月
)
、

『
太
清
道
林
攝
生
論
』
は
道

林
の

『
攝
生
論
』
の
殘
卷
の
引
用
が
見
ら
れ
る
と

い
う
。
ま
た
、

『
太
清
道
林
攝
生
論
』
は

『
抱
朴

子
内
篇

.
地
眞
篇
』

を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
道
林
は
東
晉

の
人
で
は
な
い
か
と

い
う
。

食
誡
篇
第

二
に
は

「
眞
人
日
、
雖
常
服
藥
物
、
而
不
知
養
性
之
術
、
亦
難
以
長
生
也
。

(眞
人

曰
く

、
常

に
藥
物
を
服
す

と
雖

も
、
養
生

の
術
を
知
ら
ざ

れ
ば
、
亦
た
以
て
長
生
し
難
き
な
り
)
。
」
ま
た
、
陶
弘
景
は
梁

の
武
帝

に
丹
藥
を
獻

上

し
た
が
、
陶
弘
景
自
身
は
金
丹
に
懷
疑
的

で
あ

っ
た
と

い
う
。
そ
れ
ら
は

『本
草
經
集
注
』
で
も

「
毒
あ
り
。
練
ら
ず

に

こ
れ
を
服
さ
ば
人
を
殺
す
」

「
水
銀

と
あ
わ
せ
て
丹
砂
を
作
る
以
外

に
醫
方
が
用
い
な

い
の
は
、
そ

の
毒
害

を
慮
る
か
ら

だ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(橋
本
高

勝
編
、

『
中
國
思
想

の
流
れ
』
二
五

一
頁
に
所
收
、
大
形
徹

「茅
山
派
道
教

の
大
成

者
に
し
て
本
草
學
者
ー
1
陶
弘
景
」
晃
洋
書
房
、

一
九
九
六
年
に
よ
る
)

『
四
部
叢

刊
』
所
收

『
雲
笈

七
籤
』

の

『
養
性
延
命
録
』

に
は
、
序
が
あ
る
が
、
本
文
と
分
け
て
序

文
が
立
て
ら
れ
て
お

ら
ず
、
し
か
も
、
末
尾
の
雙
行

の
夾
注
を
欠
い
て
い
る
。
雙
行
爽
注
は

『雲
笈
七
籤
』
が
編
纂
さ
れ

た
北
宋

の
時
代

に
は

な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
後

に
付
加
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
八
六
年
度
科
學
研
究
費
、
A

「中
國
古
代
養
生
思
想
の
總
合
的
研
究
」
研
究
成
果
報
告
書

三
を

參
照
。

(20)
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朱
越
利
著

「
《
養
性
延
命
録
》
考
」
、

一
〇

一
～

一
五
頁
、

『
世
界
宗
教
研
究
』

一
九
八
六
年
、

第

一
期

(逋
算

二
三

期
)
、
中
國
祗
會
科
學
出
版
瓧
に
所
收
。

「
千
金
方
研
究
資
料
集
」
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
、

一
九
八
九
年
。

『
養
性
延
命
録
』
は

『
雲
笈
七
籤
』
卷
三
十

二
雜
修
攝
に
收
め
ら
れ
、

ま
た
、

『
道
藏
』
洞
神
部
方

法
類
、
藝
文
印
書
館

(台
灣
)
第
三

一
册
二
四
六

二
〇
～
三
五
頁
、
線
裝
本
五
七
二
册
次
)
に
も
收
め
ら
れ

て
い
る
が
、

兩
者

は
文
字
の
違

い

が
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
前
者

は
二
編
を
欠
い
て
い
る
點
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
麥

谷
邦
夫
編
譯

『
養
性

延
命
録
訓
注
』

(
一
九

八
六
年
度
科
學
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
三
)
を
參
照
。

『
雲
笈

七
籤
』
卷

一
〇
七
に
あ
る
。

朱
越
利
著

「
《
養
性
延
命
録
》
考

」
、
世
界
宗

教
研
究
、
第

一
期

(通
算

二
三
期
)

一
九

八
六
年
、

一
〇
五
頁
に
も
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
中
國
瓧
會
科
學
出
版
瓧
、
鄭
金
生
氏

の

『
醫
史
與
文
獻
研
究
資
料
』

「
關
於
孫
思
邀

的
著
作
問
題
」
中
醫

研
究
員
醫
史
文
獻
研
究
所
編
、

一
九
八
〇
年
に
も
あ
る
が

『
雲
笈
七
籤
』
に

つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な

い
。

『
正
統
道
藏
』
所
收
の

「枕
中
經
」
藝
文
印
書
館

(台
灣
)
、
第
五
七
册

四
六

一
六

一
～
六

一
頁
、

線
裝
本

一
〇
五
五
册

次
に
收
載
。

王
明
編

『
太
卆
經
合
校

・
上
』

「
六
罪
十
治
訣
第

一
百
三
」
、
中
華
書
局

二
五
四
頁
、

一
九
八
八
年

。
-

王
明
編

『太
罕
經
合
校

・
上
』

「和
三
氣
興
帝
王
法
」
、
中
華
書
局

一
九
頁
、

一
九
八
八
年
。

王
明
編

『太
卆
經
合
校

・
上
』

「名
爲
禪
訣
書
」
、
中
華
書
局

一
七
頁
よ
り

一
八
頁
、

一
九
八
八
年

。

交
梨
、
火
棗

は
と
も
に
禪
仙

の
食

べ
る
果
物
、
仙
藥

の
こ
と
。

『
眞
誥
』
に
は

「玉
醴
金
漿

(不
老

長
生
の
仙
藥
。
朱
草

の
溶
液
に
玉
を
和
し
た
も
の
を
玉
醴
、
金
を
和
し
た
も

の
を
金
漿
と

い
う
)
、
交
梨
火
棗
、
此
則
騰

飛
之
藥
、
不
比
於
金

丹
也
。

…

火
棗
交
梨
之
樹
、
巳
生
君
心
中
也
。

(玉
醴
金
漿
、
交
黎
火
棗

は
騰
飛
の
藥

で
あ

る
が
、
金
丹
と
比

べ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

…

交
梨
火
棗

の
樹
は
す
で
に
あ
な
た
の
心
中
に
あ
る
。
)
」
と
し
内
な

る
も

の
を
指
摘
し
た
。

石
井
昌
子
著

『
眞
誥
』
七
九
頁
よ
り
八

一
頁
、
明
徳
出
版
杜
、

一
九
九

一
年
に
も
あ
る
。

九
皇
上
經
日

:

「
始
青
之
下
月
與
日
。
兩
牛
同
升
合
成

一
。
出
彼
玉
池
入
金
室
、
大
如
彈
丸
黄
如

橘
。
中
有
佳
味
甜
如

　21

 

　

,



『中国言語文化研究』第7号

(
34

)

(
35

)

(
36

)

蜜
、
子
能
得
勿
失
。
」
注

云

:
交
梨

火
棗
、
生
在
人
體
中
。
其
大
如
彈
丸
、
其
黄
如
橘
、
其
味
甚
甜

、
其
甜
如
蜜
、
不
遠

不
近
、
在
於
心
室
。
心
室
者
、
神
之
舍
、
氣
之
宅
、
精
之
主
、
魂
之
魄
。
玉
池
者
、

口
中
舌
上
所
出

之
液
。
液
與
神
氣

一

合
、
謂
兩
牛
合

一
也
.
」
太
清
誥
云
、
許
遠
遊
與

王
羲
之
書
日

:

「夫
交
梨
火
棗
者
、
是
飛
騰
之
藥

也
。
君
侯
能
剪
除
荊

棗
、
去
人
我
、
泯
是
非
、

則
二
樹
生
君
心
中
矣
。
亦
能
茂
枝
繁
、
開
花
結
實
、
君
若
得
食

一
枝
、
可

以
運
景
万
里
。
此
則

陰
丹
矣
。
但
能
精
神
,
調
元
氣
、
呑
津
液
、
液
精
内
固
、
乃
生
榮

華
。
喩
樹
根

壯
葉
茂
、
開
花
結
實

、
胞
宮
佳
味
、
異
殊

常

品
。

心
中
種
種
、
乃
形
禪

也
。
陰
陽
乃
日
月
雨
澤
、
善
風
和
露
、
潤
沃
灌
漑
也
。
氣

運
息
調
、

榮
枝
葉
也
。
性
清
心

悗
、
開
花
也
。
固
精
留
胎
、
結
實
也
。
津
液
流
暢
、
佳
味
甜
也
。
古
仙
誓
重
、
傳
付
於

口
、
今
以
瀚

墨
宣
授
、
宜
付
奇
人

矣
」
。
張
君
房
編

『
雲
笈
七
籤
』
卷
五
十

六
諸
家
氣
法

「元
氣
論
」

一
二
二
八
頁
、
中
華
書
局
、
二

〇
〇
三
年
。
本
節
で

用
い
て
い
る
譯
は
吉
川
忠
夫
編

『
六
朝
道
教

の
研
究
』
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
報
告
書

一
九
九
八
年
所
收

の
吉

川
忠
夫

「許
邁
傳
」
七
頁
よ
り
八
頁
に
所
載

の
も
の
に
よ
る
。

人
體

の
生
理
的
體
液
、
あ
る
い
は
そ

の
榮
養
物
質
や
代
謝
産
物
。
氣
や
血
と
同
樣
に
生
體
内
に
循
環
す

る
。
脈
内
で
は
血

液

の
主
要
な
成
分
と
な
り
、
脈
外

で
は
組
織
間
隙
に
分
布
し
滋
養
を
行
う
。
津
は
大
腸
が
主
り
陽
津

と
言
わ
れ
、
液

は
小

腸
が
主
り
陰
液
と
も
言
わ
れ
る
。

『老
子
』
河
上
公
注
第
六
章
に
あ
る
。
ま
た
、

こ
こ
で
の
譯
は
麥
谷
邦
夫
氏

ら

『
養
性
延
命
録
1111
1111II

』
に
所
收
す
る
教
誡

篇
第
二
の

「
混
元
道
經
」
に
あ
る
。
但
し
、
原
文
中

の

「
谷
神

不
死
」
に

つ
い
て
は
任
法
融
著

『
道

徳
經
釋
義
』

(
三
泰

出
版
杜

一
九
九
〇
年
)

二
六
頁
で
は

「谷
」
と
は
空
虚

の
意
味

。

「神
」
は
變
化

の
妙
用
と
解
釋
が

加
え
ら
れ

て
い
る
。

麥
谷
邦
夫
編
譯

『
養
性

延
命
録

訓
注
』

に
載

っ
て
い
る
教
誡
篇
第

二
、

「
混
元
道
經
」
に
は
、

「
河
上
公

曰
く
、
谷
と

は
、
養
な
り
。
能
く
神
を
養
わ
ば
則
ち
死
せ
ず
。
神

と
は
五
藏

の
神
爲
り
。
肝
は
魂
を
藏
し
、
肺

は
魄
を
藏
し
、
心
は
神

を
藏
し
、
腎
は
精
を
藏
し
、
脾
は
志
を
藏
す
。
五
藏
盡
く
傷
れ
ば
、
則
ち
五
禪
去

る
」
と
。
ま
た
、

「不
死

の
道
は
、
玄

牝

に
在
る
を
言
う
。
玄
と
は
、

天
な
り
。
天
の
人
に
於
け

る
や
鼻
爲
り
。
牝
と
は
、
地
な
り
。
地

の
人
に
於
け
る
や

口
爲

り
。
天
は
人
を
食
う
に
五
氣
を
以

て
し
、
鼻
縱
り
入

り
て
心
に
藏

さ
る
。
五
氣
は
清
微
、
精
神
聰

明
、
音
聲
五
性
と
爲

る

。

…

」

。
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島
邦
男

『
老
子
校

正
』
汲
古
書
院
、

一
九
七
三
年
、
六
五
頁
に
は
河
上
公
本
を
校

正
し
て
谷
禪

の

「谷
」
が
、

「浴
」
と

な

っ
て
い
る
。
馬
王
堆
出
土

の

『
老
子
』
甲
本
、
乙
本
は

「
浴
神
」
と
な

っ
て
い
る
。
唐
代

の
陸
徳

明

の

『
經
傳
釋
文
』

卷
第

二
十
五

「老
子
道
徳
音
義
」
で
も

「谷
」
を

「浴
」
と
讀
ん
で
い
る
。
島
邦
男

の

『
老
子
校

正
』
で
は
ま
た
、

「
谷

は

『
廣
雅
』
日
、
穀
養
也
」
と
あ
る
。
福
永
光
司
著

の

『
老
子
』
朝

日
新
聞
瓧
、

一
九
六
八
年
、

三
九
頁
に
は

「
谷
」
を

穀

(や
し
な
う
)
、

「
紳
」
を
身

(
は
ら
む
)
の
借

り
字
と
み
て
、

万
物
を
養

い
は
ら
ん
で
盡
き

る
こ
と
が
な

い
と

の
加

藤
常
賢

(
『老
子
原
義

の
研
究
』
)

読
を
上
げ

て
い
る
。

崔
仲
卒
注

『老
子
道
徳
經
譯
注
』
黒
龍
江
人
民
出
版
杜
、
八
頁
、

二
〇
〇
三
年
。

任
法
融
注

『
道
徳
經
釋
義
』
三
泰
出
版
杜
、

二
三
頁
、

一
九
九
〇
年
。

明
代

『
正
統
道
藏
』
第

3
6
册
、
藝
文
印
書
館
、

一
九
七
七
年
に
は

『
黄
帝

内
經
素
問
遺
篇
』
が
收

め
ら
れ
て
い
る
。

『
靈
樞

・
五
味
篇
』
に
は

「
故
谷
不
入
、
牛
日
則
氣
衰
、

一
日
則
氣
少
矣
。
」
と
あ
る
。

『
太
卒
經
』
で
山
、
川
、
罕
土
と
し
て
い
る
。

石

田
秀
實
、
白
杉
悗
雄
監
譯
、
現
代
語
譯

『
黄
帝

内
經
』
東
洋
學
術
出
版
杜
、

二
〇
〇
五
年

に
所
載

。

東
洋
療
法
學
校
協
會
編
、
教
科
書
執
筆

小
委
員
會
著

『
東
洋
醫
學
概
論

』
三
〇
～
三

一
頁
の
注
に

よ
る
。
醫
道

の
日
本

杜
、
二
〇
〇
二
年
。

同
文
は

『
雲
笈
七
籤
』
卷
三

二
、

七
〇
八
頁
、

「雜
修
攝
」
養
性
延
命
録
に
も
あ

る
。

『
淮
南
子
』
泰
族
訓
に
も

「
百
脈
九
竅
、
莫
不
順
比
」
と
あ
る
。
九
竅

の
竅

と
は
穴
、
孔
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
左
右

兩

側

の
目
と
耳
と
鼻
の
穴
、

口
、
前
陰

(排
尿

口
)
、
後
陰

(排

便
口
)

の
合

計
九

つ
の
穴
を
指

し

て
い
る
。

同
文
は

『
醫
心
方
』
養
生

・
大
體
所
引

の

『
養
生
要
集
』
、
類
似

の
思
想
は

『
呂
氏
春
秋
』

『
抱
朴

子
』
養
生
論
に
も
あ

る
。
ま
た
、

『
雲
笈
七
籤
』
卷

三
二
、
七

=
二
頁
、

「雜
修
攝
」

に
も
あ
る
。
こ
こ
で
の
譯
は
麥
谷

邦
夫
氏

ら

『
養
性

延

命
録
訓
註
』
に
所
收
す

る
教
誡
篇
第

二
十

の
小
有
經

に
あ
る
。

『
靈
樞
』
經
別
篇

「夫
れ
十

二
經
は
、
人

の
生
ず

る
所
以
、
病
の
起

つ
所
以
、
學

の
始
ま
る
所
以
、

工
の
止
む
と
こ
ろ
な

り
。
」
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『
靈
樞
』
本
神
篇

「經
脈
は
、
血
氣

を
行
ら
し
、
陰
陽
を
營
み
、
筋
骨
を
潤
し
、
關
節
を
利
す

る
ゆ

え
ん
の
者
な
り
。
」

『
靈
樞
』
經
脈
篇

「經
賑
は
、
能
く
死
生
を
決
し
、
百
病
を
處
し
、
虚
實
を
調
え
る
ゆ
え
ん
の
者
、

逋
ぜ
ざ
る

べ
か
ら
ざ

る
も

の
な
り
。
」

内
丹
術
に
よ
り
、
丹
を
作

っ
て
保
存
す

る
部
位
を
い
う
。
上
丹
田
、
中
丹
田
、
下
丹

田
に
分
か
れ
、

神
は
上
丹

田
、
氣
は

中

丹
田
、
精
は
下
丹
田
を
本
據
と
し
た
。

内
丹
術
は
精

の
練
精
を
目
的

の

一
つ
と
す
る
か
ら
、
下
丹

田
に
ま
ず
呼
吸
と
意

識

の
集
中
を
作
り
、

つ
い
で
氣
に
化
し

(練
精
化
氣
)
、
上
丹
田
に
行
き
、
下

っ
て
丹

田
に
至
る
。

こ
の
間
、
氣
は
精
を

生
じ

(
練
氣
生
精
)
そ
こ
に
蓄
え
ら
れ
る
。
任
脈
と
督
脈
が

こ
の
ル
ー
ト

で
あ

る
が
、

こ
の
接

點

を
鵲
橋
と

い
う
。
ま

た
、
朱
越
利
氏
の

『
道
藏
分
類
解
題
』
、
華
夏
出
版
杜
、

一
九
六
六
年
、
三
三
三
頁
に
内
丹
に

つ
い

て
載
せ
る
。

こ
こ
で
の
譯
は
麥
谷
邦
夫
氏

ら

『
養
性
延
命
録
訓
註
』
に
所
收
す
る
教
服
氣
療
病

篇
第

四
の

「
元
陽

經
」
に
あ
る
。

久
親
に
つ
い
て
は

『
千
金
要
方
』
養
性

・
道
林
養
性
、

『
神
仙
食
氣
金
櫃
妙
録
』

(
『
道
藏
』
線
裝

五
七

一
册
に
同
文
が

見
ら
れ

る
。
)
ま
た
、

『靈
樞
』
壽
夭
剛
柔
篇

「憂
恚
忿
怒
は
氣
を
傷

る
。
氣
は
藏
を
傷
る
。
乃
ち
藏
病
む
。
」
と

『
黄

帝
内
經

・
靈
樞
』
よ
り

の
引
用
が
あ
る
。

石
井
昌
子
著

『
眞
誥
』
三
六
～
四
〇
頁
、
明
徳
出
版
杜
、

一
九
九

一
年
に
論
述
さ
れ
て
い
る
。

「守

一
」

の
考
え
方
は

『
太
罕
經

』
の
根
本
思
想

で
道
教
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
修
行
法
で
あ

る
。

麥
谷
邦
夫
、
吉
川
忠
夫
編
著

『
眞
誥
研
究
』

(
譯
注
篇
)
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
研
究
報
告
、

三
四
七
～
四
九
頁
に

あ
る
。

「存
思
」
は

『雲
笈
七
籤
』

の
卷
四
二
よ
り
三
卷
に
わ
た

っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の

一
部
を
記

す
と
、

「存
大
洞
眞

經
三
十
九
法
」

「存
思
三
洞
法
」

「
思
修
九
宮
法
」

「思
九
宮
五
紳
法
」

「存

元
成
黄
老
法
」

「存

帝
君
法
」

「存
玄

一

老
子
法
」

「存
司
命
法
」

「太

一
君
太
丹
隱
書
」

「鎭
眞
養
生
内
思
飛
仙
上
法
」

「
三
九
素
語
玉
清

眞
訣
存
思
法
」

「
紫

書
存

思
元
父
玄
母
訣
」

「紫
書
存
思
九
天
虞
女
法
」

「大
洞
眞
經
」

「玉
清
隱
書
」

「大
有
妙
經
」

「老
君
大
存
思
圖
注

訣
」

「大
丹
隱
書
」

「
登
空
招

五
星
上
法
經
」

「
三
九
素
語

玉
清
眞
訣
」

「青
要
紫
書
金
根
衆
經
」
が
あ
る
。

王
明
編

『
太
罕
經
合
校

・
上
』
、

「守

一
明
法
」
、
中
華
書

局

一
五
頁
よ
り

一
六
頁
.

一
九
八
八
年
や

『
雲
笈
七
籤
』
卷
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三

二
、
七
四
七
頁
、

「養
性
延
命
録

・
雑
修
攝
」

に
も
守

一
に
封
す

る
記
述
が
あ
る
。

湯
用
形
氏
の

『
陶
弘
景
的

「
答
朝
士
訪
仙
佛
兩
法
體
相
書
」
』
に
よ

る
と
、

「陶
弘
景
が
佛
教

の
影

響
を
強
く
受
け

て
い

た
こ
と
で
、

「養
禪
」

へ
の
修
練
法
を
重
要
視
し
始
め
た
。
そ
の
要
點
は
精
禪

の
修
練
で
智

慧
の
解

脱

で
は
な
い
。
」
と

述

べ
て
い
る
。
ま
た
、

『
眞
誥
』
所
收

の
靜
空
法

は
天
台
大
師
の
摩

訶
止
觀
の
内
容
と
類
似
す

る
點

が
あ
る
と
指
摘
し

て

い
る
。
朱
越
利
著

「
《
養
性
延
命

録
》
考
」
、
世
界
宗
教
研
究
、
第

一
期

(
通
算

二
三
期
)

一
九

八
六
年
、

一
〇
七
頁
に

所
載
す
る
。

「
眼
者
身
之
鏡
、
耳
者
體
之
臑
、
覗
多
則
鏡
昏
、
聽
衆
則
臑
閉
、
妾
有
磨
鏡
之
石
、
決
臑
之
術
、
即

能
徹
洞
萬
靈
、
眇
察

絶
響
、
可
乎
、
面
者
禪
之
庭
、
髮
者
腦
之
華
、
心
悲
則
面
憔
、
腦
減
則
髮
素
、
所
以
精
元
内
喪
、

丹
津
損
竭
也
、
妾
有
童

面
之
經
、
還
白
之
法
、
可
乎
、
精
神
體
之
禪
、
明
者
身
之
寶
、
勞
多
則
精
散
、
營
竟
則
明
滄
、
所
以
老
隨
氣
落
、
耄

巳
及

之
、
妾
有
盆
精
之
道
、
延
命
之
經
、
可
乎
、
此
四
道

乃
上
清
内
書
立
驗
之
眞
章

也
、
方
欲
獻
示
以
補

助
君
之
明
照
耳
」
。

吉
川
忠
夫
、
麥
谷
邦
夫
編

『
眞
誥
研
究
』
譯
注
篇
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
研
究
報
告
、
1
1
0
0

0
年
發
行
に
所
戴
。
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